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令和２年第５回ニセコ町議会定例会 第２号 

 

令和２年６月１８日（木曜日） 

 

〇議事日程 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 諸般の報告 

  ３ 一般質問 

  ４ 陳情第 １号 自家増殖を原則禁止とする種苗法改定の取り下げを求める意見書採択につ 

いての陳情書 

           （産業建設常任委員会報告） 

  ５ 陳情第 ２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求める意見書提出を求める陳情 

           書 

           （産業建設常任委員会報告） 

  ６ 発議第 ４号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書案 

           （産業建設常任委員会報告） 

  ７ 発議第 ５号 選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書案 

           （総務常任委員会報告） 

  ８ 発議第 ６号 気候非常事態宣言に関する決議案 

           （総務常任委員会報告） 

  ９ 議案第１３号 ニセコ町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 

 １０ 議案第１４号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画書の一部変更について 

 １１ 議案第１５号 ニセコ町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正 

する条例 

 １２ 議案第１６号 ニセコ町手数料徴収に関する条例の一部を改正する条例 

 １３ 議案第１７号 ニセコ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 １４ 議案第１８号 ニセコ町後期高齢者医療に関する条例一部を改正する条例 

 １５ 議案第１９号 ニセコ町環境審議会設置条例の一部を改正する条例 

 １６ 議案第２０号 令和２年度ニセコ町一般会計補正予算 

 １７ 議案第２１号 令和２年度ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算 

 １８ 閉会中の継続調査の申し出について 

    （議会運営委員会） 

 １９ 閉会中の継続審査の申し出について 

    （産業建設常任委員会） 

 ２０ 意見案第２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求める意見書 

           （提出者／木下裕三議員ほか４人） 
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開議 午前 ９時５８分 

      ◎開議の宣告 

〇議長（猪狩一郎君） ただいまの出席議員は10名です。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

 

      ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第124条の規定により、議長において４番、榊原龍弥君、５番、斉藤

うめ子君を指名します。 

 

      ◎日程第２ 諸般の報告 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

 地方自治法第121条第１項の規定により、説明のため出席した者は、町長、片山健也君、副町長、

林知己君、会計管理者、加藤紀孝君、総務課長、阿部信幸君、防災専門官、青田康二郎君、企画環

境課長、山本契太君、企画環境課参事、柏木邦子君、税務課長、芳賀善範君、町民生活課長、中村

正人君、保健福祉課長、桜井幸則君、農政課長、中川博視君、国営農地再編推進室長、石山智君、

商工観光課長、福村一広君、商工観光課参事、高橋葉子君、建設課長、高瀬達矢君、建設課参事、

黒瀧敏雄君、上下水道課長、石山康行君、総務係長、馬渕淳君、財政係長、島﨑貴義君、教育長、

菊地博君、学校教育課長、前原功治君、町民学習課長、佐藤寛樹君、学校給食センター長、富永匡

君、幼児センター長、酒井葉子君、農業委員会会長、荒木隆志君、農業委員会事務局長、山口丈夫

君、以上の諸君です。 

 以上をもって諸般の報告を終わります。 

 

      ◎日程第３ 一般質問 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第３、一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 斉藤うめ子君。 

〇５番（斉藤うめ子君） おはようございます。５番、斉藤うめ子です。通告に従いまして、一般

質問をさせていただきます。 

 まず、敬老会の開催について町長に伺います。今年度の敬老会は、コロナ感染症対策の観点から

中止する方向であると行政報告でありました。コロナ感染症を機に新しい暮らし方が求められてい

る今、事態がどのように終息するか見据えながら次年度以降の敬老会の開催について、今後見直し

などを行われる考えはあるのか、町長の所見を伺います。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） おはようございます。本定例会、よろしくお願いを申し上げます。 
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 ただいまの斉藤議員のご質問にお答え申し上げます。ニセコ町では、長年にわたり地域社会の発

展に貢献してこられました皆様の長寿をお祝いするとともに、敬老意識の高揚を図ることを目的に

現在は75歳以上の皆様をご招待し、敬老祝賀会を毎年９月に開催させていただいているところでご

ざいます。また、祝賀会を欠席された皆様に平成30年度からは町長のメッセージカードをお送りし

ているほか、今年度は500円相当のお気持ちのお祝品をお送りすることで予算計上させていただい

ているところでございます。 

 今年の敬老祝賀会につきましては、新型コロナウイルス感染予防のため中止させていただくこと

としておりますが、その対応として町内産の記念となるような品物をお送りするようなことを検討

しているところでございます。また、来年度以降につきましては、祝賀会を楽しみにしておられる

方のためにも充実した内容への検討や欠席者の方への配慮、また長寿祝金の支給額などの見直し等

の検討を進めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 斉藤君。 

〇５番（斉藤うめ子君） 今ニセコ町議会議員10名のうち半数の５名の議員の皆さんは65歳以上で

高齢者です。そして、その５名のうち４名は70歳以上です。まさしく高齢者の真っただ中におりま

す。決して人ごとではなく、議員私たち自身の問題でもあります。 

 法律の中に老人福祉法というのを御存じかと思いますが、その５条、老人の日及び老人週間にこ

う書かれています。国民の間に広く老人の福祉についての関心と理解を深めるとともに、老人に対

し自らの生活の向上に努める意欲を促すため、老人の日及び老人週間を設けるとあります。そして、

老人の日は９月15日とし、老人週間は同日から９月21日までとするとしています。そして、さらに

国は老人の日において、その趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めるものとし、国及び地方公

共団体は老人週間において老人の団体、その他のものによってその趣旨にふさわしい行事が実施さ

れるよう奨励しなければならないと書いてあります。 

 そこで、以下の７点について伺います。１つ目、この法律の中にある国民を町民と置き換えます

と、敬老会の目的は町民の間に広く老人の福祉についての関心と理解を深めるとありますが、町民

の間に老人の福祉についての関心と理解を深めているでしょうか。 

 それから、２点目、老人会の出席率約30％前後、欠席率、ハイツを除いて70％、約450人近くが欠

席しています。これについて、これがせめて出席率が70％であるならば、敬老会の開催の意味も大

きいかと思いますが、町長はどう思われますでしょうか。 

 ３点目、なぜヒルトンホテルで、ニセコ町民センターではいけないのでしょうか。 

 ４点目、出席者と欠席者との対応の差についてです。出席者は、ヒルトンホテルの食事代だけで

も5,836円、これは2016年のデータです。総費用にしますと平均１人１万円近くかかることになりま

す。欠席者70％、450人余りに対して長年の間一切何もなかったのですが、2017年、３年前から、27年

の３年前から欠席された方への敬老のお祝いカードが送られるようになりましたが、そのカードへ

の反響をどのように受け取っておられるのか伺います。 

 次、５番目、長寿祝金と敬老会開催費用500万円余り、その経費についてどのように考えていらっ

しゃるでしょうか。 
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 ６点目、2016年、これ平成28年ですが、11月の10日からニセコ町敬老会欠席者アンケートを保健

福祉課が実施していますが、その結果をどのように受け止め、生かしてこられたのか伺います。 

 そのアンケートですが、敬老会欠席者への設問は２つあります。１つ目は敬老会に参加できなか

った理由、これは体の具合が悪い、通院、用事などで日程が合わなかった、ホテルの玄関から会場

まで行くのが大変、外出、大勢の中でが苦手などに集約されているようです。 

 ２つ目は、敬老会への意見、要望などですが、その意見の中に、ホテルなので服装が困る、敬老

会の経費がもったいない、それで経費の節約に協力したいので出席しない、思いやりの心がない、 

和食がよい、これは改善されてきたようです。ホテルの開催なので、ホテル開催ではなく各地域ご

とに開催できないか、町民センターを利用してはどうか、参加できない人におまんじゅうを配る、

参加費を集めてはどうか、敬老会が町の一方的で面白くない、敬老会は必要ないと思う、長寿を祝

うのであれば、喜寿、米寿など限定してもよいと思う、行きたくても行けない人がたくさんいる、

行ける人だけが行く、都合の悪い人は仕方がないでよいのでしょうか、ニセコ町は元気な人以外は

関係ないのでしょうかという意見などが大体集約されています。 

 ７番目、この後2016年、平成28年11月24日に、４年前にはなりますけれども、午後から町民セン

ターの研修室で2017年以降の敬老会について赤十字奉仕団12名、女性会から２人、事務局から３人

で意見交換会を開催しています。その意見の中で、和食が食べやすいのではないか、これは先ほど

申し上げたように少しずつ改善されているようですけれども、欠席者への対応、お祝いの品を配布

してはどうか、経費を増やさず全体を見直して、経費を削減した部分で対応できないか、送迎が大

変、飲酒するので危ない人もいる、これは私も何人かお見かけしました。敬老会をお手伝いするボ

ランティアの高齢化でお手伝いの確保が大変になってきた、ボランティアでお世話されてきた方が

今度は敬老会に招かれる側になってきたので、ボランティアが少なくなってきています。ヒルトン

でなければいけないのか、代理参加はいけないのか、服装に困るという声がある。会費を取っても

よいのではないか、長寿祝金が高過ぎる、敬老会に参加できるよう家族のフォローもしてもらいた

いなどの意見が出ています。このことについて、町長のご意見を伺いたいと思います。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） まず、敬老会の目的につきましては、先ほど申しましたとおりこれまでご

活躍された皆さんへのご慰労と感謝の気持ちと町の中に敬老の日を行う、敬老会を行うことによっ

てご高齢の皆様を大切にする風土を高めるというような趣旨で行っているところでございます。 

 出席者が７割程度が全体からいくと欠席しているのではないかということでありますが、それに

ついてはできるだけ多くの皆さんが出席できるよう配慮してまいりたいと思っております。 

 それから、これにつきましては集まることによってお互いのコミュニティの醸成であるとか、元

気が出るとか、そういうプラスの評価もいっぱいあるわけでありまして、コミュニティとしても大

変重要なものというように考えているところであります。かつては総合体育館でやらせていただき

ましたが、諸般の事情で入れるところということでヒルトンしかないということで当時はヒルトン

さんにお願いをして、現在まで継続しているということであります。 

 ４番目のカードへの反響ということでありますが、これはそういう配慮していただいてありがた
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いですよというお礼の手紙を頂いたりしております一方、老人扱いしないでほしいというのも１件

私のところにお手紙としては頂いたところであります。こういったメッセージカードといいますか、

町として皆さんがご高齢でいることについてお祝いをするというカードというものは必要ではない

かというふうに考えておりまして、引き続き進めていきたいなというふうに思います。 

 ６番目のご質問の経費につきましては、できるだけ経費を圧縮するというのは、これは当然時代

の流れでありますと思いますので、その辺は今後とも留意をしながら経費節減に努めてまいりたい

というふうに思っております。 

 それから、７番目の欠席者へのアンケートについてどう思うかということでありますが、今のど

ちらかというとマイナスの意見について随分述べられましたけれども、プラスの評価も私のところ

には随分いただいておりますので、当日お手伝いいただいて分かるとおり、よかったよ、久しぶり

にあの人と会えたという、それが１年の一番の楽しみなのだとおっしゃっている方もおられますの

で、やっぱりそういった方々への配慮というのは必要ではないかというふうに思っております。ボ

ランティアが大変であるとか、そういった声も聞いております。こういったものを少しでも続けて

いくことが老人福祉の向上の一つになればなというのが私の思っている心境であります。 

 以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 斉藤君。 

〇５番（斉藤うめ子君） アンケートの結果について、一部町長からご意見いただきましたけれど

も、私が最初に申し上げた、私は一番大事な問題というのは広く町民の間に老人の福祉について関

心と理解を深めるということが非常に大事だと思います。そして、欠席者の割合について、出席で

きるように配慮するとありますけれども、これいろんな、高齢者ですから体の調子が悪いとか病気

だったとかということはあることは事実だと思いますけれども、それにしてもこの割合多過ぎるの

ではないかと思っています。30％の一部の方に対して偏っていないかということを感じています。 

それで、現在平均寿命です。2018年の平均寿命のデータからいきますと、女性は87.32歳、今20年

ですから、もうちょっと延びたかもしれません。それから、男性は81.25歳、いずれにしても男女と

も平均寿命は80歳を超えているわけです。その中で77歳というのは、長寿祝いに相当するのかな、

皆さん超えていることになりますから、相当するのかなという問題があります。 

 それから、先ほども申し上げた中で、これみんなでやっぱりお祝いするということが大切なので

はないかな。高齢者一部だけを招待してお祝いするとかというのではなくて、町民全体としてのお

祝い祝賀ムードというのでしょうか、これが私はこの法律の中でそういうことを今申し上げていな

いところはあるのですけれども、それが大切なのではないかなという老人のことに対しての関心で

す。それを老人以外の方、まだ若い方、老若男女全てを含めて、理解を含めてそしてお祝いすると

いうことが大切ではないかと思っています。 

 そして、もう一点、今年は新型ウイルス感染症予防のため敬老会見合わせるということも検討さ

れているようですけれども、高齢者の方も外出を控えて、体調を崩されて、非常に弱い立場ですの

で、敬老会が中止になるということであれば、今年に限ってもよいと思うのですが、75歳以上の高

齢者全員に平等に商品券5,000円分をお配りしてはいかがかと私は思っておりますけれども、そう
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いう声も町民の高齢者の中からありました。この点について、再度町長に伺いたいと思います。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） １番目のご質問の町民全体として応援するのが大切だと、まさにそのとお

りでありまして、そういった面で具体的にこういうことが必要だということがあれば、ご提示いた

だければ我々も真剣に検討させていただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願い

をいたします。 

 それから、新型コロナウイルスの関係で今回中止することに関して一つのご提案がありましたが、

幾らかのお金を、お金というのは失礼ですけれども、そういった金品を、お金に関するものを全員

に今回中止だから配るというようなことは考えておりませんで、先ほど申しましたとおりニセコ町

にいわれのあるもので何かお祝いになるもの、それを全員にお配りするということで今検討をさせ

ていただいているということでありますので、来年につきましてはまた今のご意見も踏まえながら

検討させていただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇５番（斉藤うめ子君） いいですか。 

〇議長（猪狩一郎君） 問答の漏れたのがあるのですか。 

〇５番（斉藤うめ子君） はい。漏れたというか、もう一点だけ提案として町長どう考えるのか、

すみません。 

 先ほど、今質問した中でなぜヒルトンホテルなのかということをちょっと申し上げたと思うので

すけれども、それは一堂介する場所としてヒルトンホテルが広いということで、そこしかないとい

うことで決めたというふうにあるのですけれども、ニセコ町に町民センターがありますから、確か

に収容人数は100名程度かもしれませんけれども、それをもっと活用して、身近なものにして、その

時間に限られて一斉に皆さん集まらなくてもいろんなやり方があると思うのです。それは、また別

な場で提案させていただきたいと思います。ですから、町長、ぜひいろいろと検討していただきた

いというふうに思います。そういうことで、よろしくお願いします。 

〇議長（猪狩一郎君） 回答は。 

〇５番（斉藤うめ子君） すみません、ごめんなさい、質問という言い方をしていなかったのです

けれども、そういうやり方もありますけれども、今までは町長の回答、答弁としては場所がこれし

かないということだったのですけれども、そういうことに対してもう少し積極的に町民センターを

活用して、町民ともっと普通の人たち、高齢者以外の人たちとの交流ということを町長はどういう

ふうに考えていらっしゃるのかなというふうに思います。いかがでしょうか。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） これまでニセコ町内では、各地区においては地区で敬老お祝いをやって、

現在もずっとやられている地区もございます。その中で町全体で一堂に集まって、ふだん会えない、

ニセコ町内も197平方キロで分散しているので、そういう人たちが会うことによって、元気だった

ね、お互い長生きしようねと集まるコミュニティというのは大事だということで、全町型の敬老会

というのは続けているわけでありまして、そういうものを個別、例えば分散してばらばらにやるこ

とがそもそも町全体の敬老会とは全く異質なものになるわけでありますので、それだと例えば寿大
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学とか、いろんな場でいろんなことをやっているのと同じになってしまわないかなという気がしま

す。 

 具体的にそういった町全体の敬老会のその価値とか趣旨とか、みんなが集まることが楽しみだと

いうもの以外でそれを継続するようなものがあれば、具体的に検討はさせていただきたいと思いま

すので、より具体的なご提案といいますか、ご示唆を賜ればありがたいなと思いますので、よろし

くお願いをいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 小松弘幸君。 

〇７番（小松弘幸君） おはようございます。７番、小松です。それでは、通告に従いまして一般

質問をさせていただきます。 

 今回は、ニセコ駅前Ｔ字路の安全確保についてご質問いたします。ニセコ駅前には道道ニセコ停

車場線、町道曽我停車場線、そして軌道線から延びてくる町道駅前西３号線のＴ字路となっており

ます。止まれの標識は、道道と町道曽我停車場線に設置されています。ニセコに住んでいる皆さん

は、止まれの標識を重々理解しており、一時停止してから右左折あるいは直進しています。しかし

ながら、町外から来町される皆さんは、駅舎や人あるいはほかの建造物が視界に入り、止まれの標

識に気づかずそのまま進んでくる車両があります。道道側の止まれの標識は、木々の葉で隠れて見

えづらい状況であり、運転者が必ず一時停止する分かりやすい標識の設置が重要であります。 

 また、町道駅前西３号線側には止まれの標識が設置されていないことから、優先道路のように停

止せず、直進、右折する車が見受けられます。町民の方でもこのＴ字路に差しかかった際にどうも

不具合で危険を感じた皆さんが多くいると思います。安全対策としてこれを解消するためにも、駅

前西３号線に一時停止標識が必要です。ただし、駅側だけに車両の停車もあり、設置場所、設置方

法にも一工夫しなければならない状況と推察されますが、公安委員会へ前向きに設置要望していた

だきたいと思います。これについてお聞きします。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） ただいまの小松議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、ニセコ駅の正面に向かう道道側の一時停止の標識については、現在木々の葉に隠れて見え

ないだけではなく、車道から離れていて高い位置に標識があるため車から見えづらいという状況に

なっております。警察や綺羅乃湯とも協議をいたしまして、木の枝を切るなどの対策を講じるとと

もに、一時停止標識の設置位置の見やすい場所に移動するなど公安委員会のほうに要望してまいり

たいと考えております。 

 次に、中央倉庫群から駅へ向かう町道駅前西３号線側に一時停止の看板が設置されていないとい

う件でありますが、小松議員ご指摘のとおり一時停止標識がないために町道曽我停車場線側から車

での交差の優先関係が分かりづらいという状況になっております。町道駅前西３号線側に一時停止

の標識や停止線など、警察とも協議をし、安全確保に向けた取組を進めてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いをいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 小松議員。 
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〇７番（小松弘幸君） ただいま止まれの標識を移動するというような話聞いて、ぜひ早めにやっ

ていただきたいなというふうに思っております。また、ニセコ駅前では通常ＪＲやバスを利用され

る方は歩道と駅舎間を横断します。車両が必ず一時停止するなら安心ですが、横断歩道はありませ

ん。特に朝夕の通学時間帯には多くの学生等が行き来するので、歩行者の安全確保につなげるため

にも曽我停車場線側にぜひ横断歩道の設置を要望していただきたいなと思いますが、これについて

お伺いいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 中村課長。 

〇町民生活課長（中村正人君） ただいまの小松議員のご質問にお答えいたします。 

 駅前の道路については、ＪＲやバスの利用だけでなく、綺羅乃湯との行き来もあって多くの方が

横断している状況であります。先ほどの一時停止の標識や一時停止の停止線の設置と併せて横断歩

道についても警察と協議しながら公安委員会のほうに設置について要望してまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 次、高木直良君。 

〇８番（高木直良君） ８番、高木です。通告に従って質問させていただきます。 

 １つ目、新型コロナ対策、暮らしや経済支援に関連してであります。ニセコ町においても新型コ

ロナ感染防止活動による町民、事業者への生活、生業、事業活動への被害、不安に対する各種の対

策、支援の施策が実施されております。このことについては評価し、懸命に取り組まれている全て

の関係者に感謝を申し上げたいと思います。緊急事態宣言が解除されましたが、コロナ感染防止の

戦いは長期間にわたるものと思われます。そのことを踏まえて以下の質問いたします。 

 一部通告の文書の中に間違いがございましたので、おわびして訂正いたします。町健康福祉課と

誤って書きましたけれども、保健福祉課に訂正していただきたいと思います。 

 １つ目として、支援の基礎にはコロナ渦に伴う勤労者世帯及び事業者、フリーランス等町民全般

への影響の把握が必要で、とりわけ雇用労働者、フリーランスなどへの影響の実態把握が欠かせま

せん。商工会は事業者へのアンケートを行いましたし、町は保健福祉課に相談窓口を設けておりま

す。それらから明らかになった相談で、税金や公共料金支払い免除、繰延べ、あるいは生活保護の

新規申請などが想定されますが、その実態とそれらへの対応について伺います。また、現在示され

ている各種支援策への対象外となっている町民や事業者への追加的支援策の必要性についてどのよ

うにお考えか伺います。 

 ２点目、介護施設への感染防止用備品、マスクや防護服、消毒用アルコール液等は支給が進み感

謝されています。その上で人材確保の面からも介護従事者の支援、例えば特殊勤務手当の支給です

とか、期末手当の改善等が望まれております。政府の今回の第２次補正予算の中には、感染者と直

接対応していない場合でも医療、介護、障害の現場で働く方への慰労金５万円が含まれております。

そこで、町としてこれに独自加算するなどは考えているでしょうか、伺います。 
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 ３番目、各種の支援事業項目、内容や手続をできるだけ早く正確に町民に伝えることが重要だと

思われます。この間、支給内容に関する情報提供の在り方、これらについて検証すべきこともある

のではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 ４番目、マイナンバーカードによる特別給付金のオンライン申請は全国で混乱を起こしました。

既に多くの町民は税金や公共料金引き落とし、あるいは児童手当給付等で銀行口座を登録しており

ます。その世帯というのは全体でどのぐらいの割合になっているか、全世帯の中でどのぐらいの割

合を占めているかお聞きいたします。この口座を合意的に活用することでかなりの世帯への給付手

続は簡素化できるのではないかと思いますけれども、町としてはどのようにお考えでしょうか。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） それでは、ただいまの高木議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の税や公共料金の支払いについての相談ということで、これまで住民税１件、国保

税１件、固定資産税４件、水道料金２件での相談がございます。この中で固定資産税の相談のうち

１件は分割納付するということで整理をさせていただいております。そのほかも分納や繰延べなど、

協議を継続しているところであります。また、これまで生活保護の新規申請というのはございませ

ん。今後も納税、納付等の相談には丁寧に対応していきたいと考えております。 

 また、各種支援策の対象外となっている町民の方や事業者の方への追加的支援策については、現

在のところ決めているものはございませんが、今後事態の推移により支援の必要性が生じる場合は、

柔軟に検討してまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の介護の関係でありますが、新型コロナウイルス感染症対策関係の第２次補正予算

が先般国会で可決され、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金により介護施設事業所に勤

務する職員に対する慰労金の支給が決定しております。詳細は今後厚生労働省から示されるという

ふうに思います。その対象者などの詳細を確認しながら、町としても支援の必要性があれば検討し

ていきたいと考えています。なお、議員のご質問にありますように国の慰労金５万円に、さらに町

独自で加算するということは現在のところ考えておりません。 

 次に、３点目であります。新型コロナウイルス感染対策への各種支援事業の周知や告知に関して

は、「広報ニセコ」、新聞折り込みチラシ、ラジオニセコへの周知、郵便による通知、ホームペー

ジ及びツイッター、フェイスブックなど様々な媒体を活用し、それぞれに適した方法を活用するな

どの選択をしながら行ってまいりました。「広報ニセコ」６月号では、新型コロナウイルス緊急対

策町民事業者応援特集として、コロナ関連対策に関してお知らせを行ってきております。また、情

報提供の在り方につきまして特に検証を行う予定はございませんが、何かお気づきの点があれば、

ぜひ参考とさせていただきたく、お聞かせいただければありがたいと考えております。よろしくお

願いをいたします。 

 大変失礼しました。４番目のマイナンバーの関係でありますが、本町においてマイナンバーカー
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ドによる特別定額給付金の申請は、６月16日現在42件でございます。今のところ特にこのマイナン

バーカードによるところの混乱というのはございません。今回の特別定額給付金対象者5,015人、

2,591世帯中６月16日現在で2,442世帯、約94％の世帯に対し交付決定を行っているところでありま

す。この2,442世帯のうち役場に何らかの口座を登録している世帯につきましては、おおむね70％弱

程度ということでございます。特別定額給付金申請において、役場に口座登録がされている場合、

申請者本人が通帳のコピーなどをつける手間を省くということはできました。ただし、本町に限ら

ず事務を進める際には必ず手作業で、言ってみれば人間の手で口座番号を確認するという口座を登

録していることの確認作業という事務手続がありますので、これによって早まるということは実情

としてはございません。 

 高木議員ご指摘のとおり、口座番号を一元化し、行政組織の手続を電子化する必要性というのは

本当に重要だと重々感じておりますが、これは基礎自治体単位で行うものではなく、国単位で抜本

的に進める必要があるのではないかというふうに考えております。どうぞよろしくお願いをいたし

ます。 

〇議長（猪狩一郎君） 高木議員。 

〇８番（高木直良君） ただいまの答弁で理解した部分もございますけれども、改めてそれに追加

して幾つか質問をさせていただきます。 

 １つは、今回の支援内容のうちで、ニセコ町事業者経営維持未来支援給付金事業がございます。

これは対象者に15万円給付するということでありますが、これには対象に関しての条件がございま

して、「広報ニセコ」にもその内容が書かれておりますけれども、例えばアウトドア事業者であっ

ても個人ガイド、フリーランスガイドは除くと書かれております。また、対象の事業者のうち公共

的な団体は除くということも書かれております。 

 そこで、お尋ねいたしますけれども、例えばなぜこういった一つはフリーランス、個人ガイドが

除かれるのか。 

 それから、公共的な団体を除くということでありますけれども、例えば高齢者事業団などは公共

的団体に含まれているのかどうかです。 

 それから、これは今言った未来支援給付金についてであります。この全体の支援をもう少し拡充

していくと追加的支援策ということに例えば報道されておりますけれども、ある自治体においては

４月28日現在でしたか、条件です。新生児であっても対象になるわけですけれども、それ以降、例

えば来年４月までの出生児に対しても自治体独自に10万円の給付をするという決定をした自治体が

ございますが、そのようなことなどは検討対象になるでしょうか。 

 それから、勤労者に対する支援策は、現在のところ融資、貸付けの拡充ということで上げられて

おりますけれども、果たしてこれで十分でしょうか。貸付けの枠を広げるとかいうことであります

けれども、私はそれだけでは不十分だと思います。もっと直接的な給付があってもいいのではない
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かと考えますけれども、これについてどのようにお考えか質問いたします。 

 それから、情報提供の在り方について特別今検証する考えはないというお答えでしたけれども、

例えば私が思うのはこの「広報ニセコ」、たしか特集号で列挙しております。しかし、この内容の

並べ方、お知らせの仕方なのですけれども、これはあくまでも町が自分の行政の種類ごとに分けて

いるということなのですけれども、例えばニセコフォトチャレ支援という事業がございますけれど

も、これはこの説明にありますように感染症終息後の来町のきっかけをつくることに資するために

この魅力的な写真を発信すると、それを募集するというものであります。例えばこれが買物相談と

か飲食店応援クーポンの次に並んで紹介されているのです。これは確か各事業側というか、町の行

政側の並べ方になっているのですけれども、私が情報発信の仕方で工夫が必要だというのは、これ

を受ける側に分かりやすく、例えば買物に関連するものは買物に関連するものというのを全部整理

して紹介するとか、それから終息後ということを位置づけているのであれば、終息後に期待する事

業として整理して並べるとか、そういう工夫が必要なのではないかというふうに思います。 

 それと、先ほど町長がおっしゃられたようにいろんな媒体で発信していますということなのです

が、やはりそれでもなかなか伝わらないというケースがあると思いますので、一層の努力といいま

すか、検証はどこかでしていただいて、これだけやったけれども、誤って伝わっているとか、正確

に理解されていないとかということがあるのではないかと。私は身近なところでちょっと感じるこ

とがございますので、検証などをぜひしていただきたいと考えております。 

 それから、マイナンバーカードに関連してオンライン申請、これはニセコ町では混乱はなかった

ということでありますけれども、多くの自治体では、かえって混乱をして仕事量も増えたというこ

とから、オンライン受け付けはしないということを発表した自治体もございました。総務省は、こ

れらの事態から、今回の事態からマイナンバーカードと銀行口座をひもづけすると、義務づけしよ

うかというところまで発表されておりますけれども、私は全くその必要はない。むしろ先ほどお答

えがありましたように、７割の世帯は何らかの口座を町の中に記録されているということでありま

すから、確かに一自治体だけがやるということにはならないかもしれませんが、既にある口座と、

そういう情報と今回のような給付等を結びつけることによって、それが技術的に可能であれば、あ

るいは法的に問題がなければ率先して進めることによって、７割についてはもう世帯の正確な氏名、

年齢、それは既に今回の申請書に印字されたように、同じように口座名番号も印字されると。もし

２つあれば、２つ印字してどちらにしますかということだけで済むと思いますので、そういった活

用が基礎自治体から提案してはどうかというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

〇議長（猪狩一郎君） 福村課長。 

〇商工観光課長（福村一広君） それでは、高木議員の質問に私の該当する部分でご説明したいと

思います。 

 １つ目の未来支援給付金の関係の対象事業の関係ですけれども、まず高齢者事業団については公
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共的団体かどうかという質問なのですが、逆に私たちが公共的団体というのはその列挙されている

業種に該当するので、例えば観光協会が小売やっているだとか、直売会だとか、そういうところを

ちょっと支援を直接的にしているところを除いているということでございまして、高齢者事業団は

業種が全然違うので、この事業に関しての高齢者事業団は公共的団体には入っていませんけれども、

そもそも対象外ではないかというふうに認識しております。ただ、高齢者事業団には観光サイドで

もいろんなお願い、委託している事業がございまして、その中での配慮はいろいろさせていただい

ているところではございます。 

 それから、フリーランスだとかが対象外になっているということなのです。それで、今回も給付

金事業、フリーランスの方からの相談は確かにあります。ところが、よくよく話を聞くとフリーラ

ンスの方は住所がちょっと定まっていないとか、例えば夏はニセコで冬は本州とか、拠点は東京な

のだけれども、ニセコで仕事はしているというような実態がなかなかつかみにくい業種というか、

方々でもありまして、そういう意味でちょっと給付金の対象とするにはなかなか難しい部分はある

かなという認識はしております。 

 それから、対象外になっている事業者さん、いろいろ給付金を受けている中で相談を受けている

部分もありますので、ちょっとまた町長とも協議してその対象を広げるかどうかは今後検討してい

きたいと思いますが、まず６月30日、申請期限までにこの事業を終了させるということが今の目途

としておりますので、それについては今の現状の中で取りあえず進めていきたいというふうに考え

ております。 

 それから、情報の出し方で検証は今現在する、全体的な検証は町長の答弁のとおりでございます。

ただ、担当レベルでは日々この事業に即してどのように情報を出していくのか、また情報の出し方

がどうだったかということは常日頃担当とも話ししておりまして、担当の中ではいろいろ検証はし

ているつもりでございまして、その事業に応じてどの出し方がよいかというのは、また次回そうい

うことがあれば、またそういうことで今回の経験を糧に情報の出し方については整理していきたい

なというふうに思っております。 

 以上でございます。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） 企画環境でございますが、広報担当の部分でということでお話申

し上げさせていただくならば、その編集の目線というところのご指摘はもうまさにそのとおりでご

ざいまして、役場が情報を出したいものを出すのか、見ている町民の目線を大事にして編集をする

のかというところは、まさにご指摘のとおりでございます。そこの部分については、今後もご意見

をいただきながらできる限り広報を少しでも精進して見やすいものにしていきたいというふうには

考えます。そのような努力は続けてまいりたいと存じます。 

 それから、そこの部分だということです。それから、マイナンバーの関係は取りあえず私のほう
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からちょっとお話ししますが、今回国のほうからこういう10万円配るよということになって、これ

は自治事務として法律で決まったものですから配るよと言ったのは国ですけれども、実際に実施す

るのは町と、主体としてやるのは町というような法律にたてつけているということでございます。

なのですが、10年に一度程度こういうものをやるとかというときに、それが実際に手間がなくすぐ

に振り込めるかということになると、幾らニセコ町の中に口座の登録があっても、それをどのよう

に活用しながら、どのように振り込んでいくのかということは、その都度、その都度決まってくる

ので、それに関して今回については申請をいただいて、それをどうしてもやっぱり手作業で確認を

して、手作業で口座も打ち込みのないものは打ち込んで、それをまた改めて確認してということな

ので、現状の形のままですとやはりどうしても時間がかかってしまうということは否めないという

ことでございます。 

 それで、町長からも先ほどお話をさせていただいたように、この内容を諸外国のある一定のどこ

かの国か分かりませんけれども、言うように決まったらすっと入るという状況にするというふうに

なれば、やはりこれは市町村単位での取組ということではなくて、要するに国のほうが決めた制度

を踏襲して町が実施するということでありますから、その都度、その都度どんなものが来るか分か

らないという形の中でいくと、こういうものについてはやはり大きく国がどのような基礎自治体単

位でのオンラインの申請にするかという大きな流れと、それからそのマイナンバーがよいかどうか

分かりませんけれども、マイナンバー等の口座のひもづけということがなければ、早くあっという

間に振り込むということはやはり難しいのだろうなというふうには思っているところでございま

す。 

 ちょっとこれについて私が答えていいのかどうかあれなのですけれども、以上でございます。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） まず、１点目の関係、福村課長のほうから回答させていただきましたが、

１点目の私たちがこの制度をつくった基本的な考え方の一つの、よく立法事実とか制設計の場合の

事実行為をいいますが、全国的に水道料金を減免されているところが結構多いのです。水道会計は

独立の原則ということを我々は守って、今回も皆さん大変ご理解いただいて、水道料金は上げさせ

ていただきました。これには基本的に手をつけない。したがって、固定資産税であるとか、水道料

金とか、そういう固定費を使って大変なところを応援すると。フリーランスを含めていろんな持続

化交付金国のほうからもありますので、それ以外の町として町の中で一生懸命頑張っておられて、

水道を使ったり、事務所を設けて固定資産税払っておられる方について応援したいというのは、そ

もそものスタート時点の制度設計の根幹だというふうにご理解いただければありがたいというふう

に思っています。 

 それから、２点目の４月以降の出生児です。生まれた方４月27日時点で10万円というのが出てお

りますので、それは今各自治体がそれぞれ３か月だったり、年末だったり、あるいは年度末までい
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ろんな形でその部分はやっぱり大変なのだから、応援しようという形で動いているところもありま

す。これは、我々もどうしようかということをずっと悩みながらいるところでありますので、確か

に４月27日、28日に生まれたから出ないというのはやっぱりいかがなものかという気がしますので、

それはそれとして、また状況を見ながら検討をさせていただきたいというふうに考えております。 

 それから、４番目のマイナンバーのひもづけの関係でありますが、これはそのマイナンバーに限

らず、例えば私たちも口座管理しているのは児童手当は児童手当としての口座を管理しています。

あるいは銀行、例えば水道料金は水道料金、それから税務は税務、これは個人情報のど真ん中のも

のでまさにありますので、その個人情報に該当するものを当該自治体がある程度強制力を持ってや

らないと、管理というのは、口座番号って絶えず人によっては変わったり、あるいは出入りもあり

ます。それを管理するというのは、法律行為としてあったほうがいいのではないかというふうに思

っていますので、私は逆にマイナンバー制度を活用して銀行口座をひもづけしてもらう、そのこと

が自治体にとっても将来的には運用はしやすいのではないかというふうには考えているところであ

りますので、個人情報との関係が相当自治体においてやる場合についてはハードルが高いというこ

とをちょっとご理解いただければありがたいと思います。 

 以上でございます。 

〇議長（猪狩一郎君） 高木議員。 

〇８番（高木直良君） 今回の支援、町として特に考える場合に一番身近な自治体、行政組織とい

うことで、今基本的には固定とか、それから水道料金というのが大きな要素だというお話ですが、

基本にあるのはやはり町民全体の生活なり生業、そして事業、それに対して今未曽有の困難に陥っ

ていると。そうした場合にやはり広く行き渡るような、そういう基本的な姿勢は必要だというふう

に思っております。 

 第２次補正予算において、また地方創生交付金が第２次ということで下りてきます。そういった

ものの活用ということを考えて、やはり先ほどご説明ありましたけれども、できるだけすくい上げ

ていくと。今回の支援から外れた方たちも含めていろんな住所要件とか、ご説明分かりますけれど

も、広くできるだけ私は全然対象になっていないということがないような、そういう追加的な支援

をぜひお願いしたいと思います。その上で、お考えを聞きたいと思います。 

 また、今言ったマイナンバーの関係でありますけれども、私は国として非常に膨大な資金を今回

通常の一般会計予算にも国から100％下りてくるという資金がございますけれども、予算がござい

ますけれども、私は総合的に見ればかなり膨大な無駄というふうに思わざるを得ません。むしろや

はり基礎自治体で持っている情報として有効にこれを使う。確かに町長おっしゃるように個人情報

の扱いですので、極めて慎重でなければいけないということはありますけれども、今回のような緊

急を要することに技術的に可能であれば活用をするということもぜひ検討すべきではないかと思い

ます。以上、総括的にもしお考えがあれば、お聞きしたいと思います。 
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 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） 最初の基本的にできるだけ多くの町民の皆さんを考慮して、そういった応

援をすべきだという考えについてはそのとおりだと思っています。今回、私どもプレミアム商品券

これまでやってきましたけれども、プレミアム商品券やりませんでした。それとは逆に、全町民に

対して3,000円の商品券と2,000円の食事、宿泊券をお配りすることで考えております。それは、経

済効果だけ考えれば確かにプレミアム商品券って効果は間違いなくあります。２割、３割あります

から。しかし、それはお金がある人がたくさん買います。５万円とか10万円とか買います。でも、

お金のない年金生活であったり、あと質素に生活されている方にとっては５万円出して、その２割

の権利を得られないということもあって、そういった視点からできるだけ多くの人に平等にと考え

て今回は商品券の制度をつくったということで、基本的な考えは全く同一であるというふうにご理

解賜ればありがたいというふうに思っております。 

 それから、今回２次補正が出るということで、臨時交付金に関して大いに期待はしております。

しかし、期待はしていますが、議員おっしゃるとおりリーマンのように来るかというと相当ちょっ

と不安を持っています。それは、実際の上減額これから示されますので、その額と一旦計画をつく

って、それを国に上げて承認をするというような制度になっております。そうすると、国の眼鏡に

かなうのか、かなわないかによって額が変わるかもしれないということでありますので、それは国

から来る内容を精査して、追加的なものの必要性も含めて検討させていただきたいというふうに考

えておりますので、よろしくお願いします。 

 それと、先ほど答弁として漏れておりましたのが勤労者の支援十分かというのがありまして、現

在勤労者につきましては労働金庫の融資枠と、それから社会福祉協議会の生活支援というこの２つ

がございまして、勤労者のほうは枠を少し増やすということにしておりますが、十分かと言われれ

ば十分ではないというふうに思いますが、今できる範囲としては今考えられる精いっぱいのことか

なというふうに考えておりますので、具体的にこういう制度というような提案があれば、またご教

示賜ればありがたいというふうに思います。 

 以上、よろしくお願いをいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 次の質問をお願いします。 

〇８番（高木直良君） 次の項目であります。ニセコ町におけるリゾート開発、市街地開発に関す

る町の姿勢を伺います。 

 地元新聞では、最近シリーズでニセコエリアの急速な開発と地域経済や環境の悪化について特集

記事を掲載しております。取り上げられている内容は、近年ニセコの町民も薄々感じ取っていたこ

とで、従来の準都市計画や景観条例による規制のこれまでの役割を評価しつつも、現状に見合う一

定の見直しが必要であるという思いが町民にも広がっております。 
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 １点目、３月議会において新たな開発ルールづくりに向けた町と町民の議論、検討の場づくりを

求める開発ルールの見直しに関する請願が出され、採択されました。また、直接町長に同じ内容の

要望書も住民から届けられております。さらに、また有島地区での地元説明会、開発事業者による

事務説明会がありましたが、この内容を踏まえた景観条例見直し要望書も出されていると思います。

これらの町民からの要望をどう受け止めているか、まずお聞きしたいと思います。また、こうした

要望を踏まえて今後の町として検討や具体化のプロセスというものを今の時点でどのように考えて

いるかお尋ねしたいと思います。 

 ２点目でありますが、市街地部分においても住宅不足が続く中、新たな集合住宅建設が続いて町

が変貌してきております。集合住宅や商業施設等建築に際しては、延べ床面積が1,000平米未満であ

っても景観条例に準じた地元説明会は必要ではないかと思います。ニセコらしい市街地における景

観形成、除排雪空間の確保、良好なコミュニティーの形成、そして良好な生活環境保持の観点から

今後はこうした地元説明会というものが必要と考えますけれども、どのようにお考えでしょうか。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

 新聞等でニセコエリアという記事が随分載っておりますが、よく読んでいただくとニセコ町以外

の町のことを書いておられることが大部分でありまして、相当私は違和感を持ちながらいつも新聞

を読ませていただいているところであります。 

 ご質問の１点目の景観条例の見直しについてということでありますが、昨年の６月及び９月定例

議会において答弁しているとおり、都市計画法、自然公園法、農地法、森林法などの法律と本町が

制定している景観条例や準都市計画などにより、本町においては適正な規制が行われているものと

認識をしているところであります。本年３月に町民の方々などから開発規制見直しに関する要望書

を２件いただいております。今後新型コロナウイルスの感染状況を踏まえた中で、開催時期などを

調整し、本町のリゾート開発の現状や課題などの意見交換を行ってまいりたいと考えておりまして、

町民の皆さんがいろんな議論をされる、あるいは要望を出されるというのは大変ありがたいことだ

というふうに認識をしているところであります。 

 次に、２点目の市街地の建築規制でございますが、本町の喫緊の課題であります住宅不足の解消

のため新しい公営住宅の整備を進めるとともに、民間集合住宅の建設促進を図っているところであ

り、現段階において規模の小さな事案まで住民説明会などを義務づけるという考えはありません。

現在新型コロナウイルスの感染予防措置による経済活動の落ち込みが予想され、民間投資による開

発事業についても大いに懸念をしているところでございます。開発の規制の変更や、新たな制度を

つくるに当たっては今後の経済状況なども見極める必要があり、民法上の財産権も踏まえながら慎

重に検討を重ねてまいりたいと考えております。改めまして、町民の皆様、ニセコ町の開発や景観

に関して様々なご意見をいただいていることに深く感謝を申し上げ、答弁とさせていただきます。 
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〇議長（猪狩一郎君） 高木議員。 

〇８番（高木直良君） 今町民からの要望に対しては、それに応えて意見交換会を行っていくとい

う答弁でございますので、ぜひこれの具体化に向けてよろしくお願いしたいと思います。 

 私は、２番目に申し上げたことについて、実は最近私の住んでいる近くの事例がございます。こ

れは確かに今もう建築中でありますけれども、建築中の内容としてはワンルームマンションです。

予定が20世帯を予定しているというのが建築中であります。ところが、この同じ敷地の中で次年度

と確定はしていないのですけれども、同じ規模で隣に同様に建築をするという予定になっておりま

して、トータルしますと40所帯が入る新たな建物が、集合住宅ができて、その方たちの乗用車、自

家用車です。車が駐車できるように用意するのですけれども、建物以外のほとんどが40台、42台止

まれる駐車場になるのです。そういう計画です。両方できますと。 

 今建てている建物の一番近い隣接境界の距離は１メートルです。隣地境界から１メートルのとこ

ろまで建物ができると、こういう予定になっております。これは、今ニセコ町の積雪の状態などか

らすると、極めて隣地にとって不安といいますか、確かに最低の建築基準法上の距離にはなってお

りますけれども、不安が近隣から起きております。 

 また、予定どおり２棟完成した場合には、先ほども申し上げましたけれども、残りのスペースは

ほとんど駐車場です。ここに冬季に例えば一晩50センチ降ったというときに除雪が、これはもちろ

ん管理者がやるわけですけれども、それが本当にスムーズに除雪作業ができるのだろうかという危

惧も周りから起きております。このような建物について、先ほど1,000平米未満であるから、それを

見直すつもりはないと。あるいは、市街地においても経済的な意味で投資が進むということについ

ていいことだという評価のお答えだと思うのですけれども、私は確かにいろいろ新たな建物需要に

応えるという点で民間のそういう集合住宅ができていくこと自体は確かに需要を満たすという点で

必要なのかもしれませんけれども、同時に今のこの市街地部分については準都市計画の網はかかっ

ていませんから、ですから何らかの規制というのは景観条例しかないわけです。そこに今申し上げ

たような完成後は40所帯、所帯というか40人です、ワンルームですから。そういう方がコミュニテ

ィーに新たに加わるということによる影響、あるいはその建物が先ほど言ったようにぎりぎり隣地

との距離は１メーターしか取っていないというようなまちづくりがそのまま増えていくことがいい

のかどうかという点について、私は危惧を感じております。ですから、先ほど最初の部分の町民か

らの要望について議論、討論をしていきましょうということに加えて、今規制がない、景観条例の

みの建築でいえば先ほど言った延べ床面積1,000平米以上というものについての規制以外はないと

いうことについて、私はこれでいいのかという議論も一緒にやるべきだというふうに考えておりま

す。こういった私の意見なり町民の意見について、どのようにお考えか再度お聞きいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） 具体的事例について、私はその内容というのはちょっと承知していないの
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で、個別具体のことはまた別途ご協議いただければありがたいと思っていますが、全体のこととし

て、そういう議論をすることは必要だと思っています。ただ、私ども2001年にまちづくり基本条例

をつくりまして、そのときに行政依存で行政が一律に何かを決めて、行政がやる町はもうだめだと。

やっぱり住民自治で自ら考え、行動し、地域でも地域としての多様性、地域で自主的に判断する、

そういうやっぱり自分たちが自立するまちづくりをしようということで2001年、まちづくり基本条

例を施行させていただいて、その後2004年に景観条例をつくりました。そのときも様々な議論を続

けてきて、これできたわけでありますが、町全体が一つの規制というよりは、ニセコ町の場合はこ

ういう波状傾斜の地域でありますので、それぞれに地域の特色がある。それは最大限やっぱり地域

で考えて決めていこうということで、景観協定ですとかコミュニティ協定という形で、自分たちが

この地域はこうしようということを決めたら、自分たちで町に提案をし、町が告示をして、このエ

リアについてはこういう決まりで進みますよということができるという仕組みをつくったわけであ

ります。ぜひこういう仕組みもやっぱりみんなで考えるということも大変重要かなというふうに思

っておりまして、こういったことも含めて将来その景観上の有り様、町の形どうしていくかという

議論を進めることは大変いいことだと思っています。こういう形の要望をいただいて、直ちにそう

いう勉強会をやったり、いろんなディスカッションを幅広く気軽にやっていきたいと思ったのであ

りますが、今回こういったコロナウイルス感染症の拡大によって、ほとんどそういうみんなで顔を

合わせながら議論することはできないというのは大変残念であります。ただ、そういったことは日

常的に積み重ねていく、それが町をつくっていくというふうに思っておりますので、議員おっしゃ

る趣旨のことも踏まえて検討してまいりたいと、このように考えております。よろしくお願いいた

します。 

〇議長（猪狩一郎君） 高木議員。 

〇８番（高木直良君） 先ほど個別の事例を上げたのですけれども、幸い該当する地区の町内会が

積極的に動いていただきまして、建築現場の近隣の方の声を反映して事業者に説明会を求めました。

その結果、説明会は相手も了解しまして実施されることになりました。その意味では、私は今町長

がおっしゃったように町民自ら動くと。もちろん町にも相談いたしましたけれども、自ら動くとい

うことで説明会の実施に至ったという点で、私も非常にこの事例としては評価しております。 

 同時に景観条例にうたわれております地区ごとの地区協定ですか、そういったものが確かに制度

として条例にあるのですけれども、実際に今まで成立した案件はないというふうに前もお聞きして

おります。そういう意味では、確かに町に何でも依存するとか、規制をどんどん強化してくれとい

うだけでは物事は解決しないと思います。ただ、やはりこのように事業者も含めてフランクに、こ

れはもう基準、法律を違反していないのだからいいでしょうということではないような、そういっ

た関係が事業者ともできるように、それは町も側面から援助していただきたいというふうに考えて

おります。 
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 最後に、ディスカッションをどんどんやっていこうということでありましたので、ぜひそのこと

については町としても努力をしていただきたいということを述べて質問を終わりたいと思います。 

〇議長（猪狩一郎君） この際、議事の都合により11時30分まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時１９分 

再開 午前１１時３０分 

 

〇議長（猪狩一郎君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問の続きをやります。 

 髙瀨浩樹君。 

〇３番（髙瀨浩樹君） ３番、髙瀨です。通告に従いまして、一般質問をしたいと思います。 

 子育て支援について、過去における我が国のベビーブーム時代には200万人を超える出生があっ

たが、近年では86万人と激減している。都道府県別でも北海道はワースト３位という喜ばしくない

統計が出されている。そのような中、ニセコ町は出生率も平均を上回り、人口も微増傾向ではある

が、ニセコ町は将来へ向けて子育て世代へのサポートをどのように展開させていくのか、以下２点

を伺う。 

 １、子育て支援センターおひさまなどサポート体制は充実していると思われるが、中には利用の

仕方が分からないケースもある。今後どのように多くの人に周知していくか、さらには地域住民の

サポートや理解につなげるか、町全体が子育てと向き合う新しい発想につなげることができないか。

子育てしやすい町、さらには子どもたちの笑顔輝く町としてニセコ町もさらに展開していくと思う。

町長、教育長の所見を伺いたい。 

 ２、学童保育子ども館について、高学年まで預かれない状況が今も続いている。スペースやスタ

ッフの問題を解決しない限り、現状を変えることは難しいと思われるが、この先どのような方法で

解決していくお考えか。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 教育長。 

〇教育長（菊地 博君） それでは、ただいまの髙瀨議員のご質問に、まず私のほうから先にお答

えをしたいと思います。 

 ニセコ町が子育てしやすい町としてさらに発展していけるよう、教育委員会としても子育て支援

に係る施策の一層の充実に今後も努めてまいります。その大きな役割を担う子育て支援センターは、

保護者と子どもたちが気軽に集い、交流を図る場の提供や、子育て全般に関する情報提供と専門的

な支援を行う場として開設しております。具体的な内容として保育開放のほか、保健師や栄養士に

よる相談や助言、子育て講座等を実施し、子どもの健やかな育ちを支援しております。また、一時
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預かり保育、休日保育も行っており、これらの情報は子育て支援センターのホームページや、おひ

さまだより、広報等で発信しているほか、保健福祉課で行っている乳幼児健診や育児セミナー等の

機会にその周知に努めております。このほかにセンターに足を運ぶことが難しい家庭に配慮し、近

藤地区、川北地区への出張おひさまひろばを毎年実施しているところでございます。今後子育て支

援センターの利用の仕方について、より多くの方に理解していただけるよう情報発信の場をさらに

広げるように検討してまいりたいと思います。 

 また、地域住民のサポート体制について、幼児センターではお助けマン活動としてフェンスつけ

やプール設置など環境整備を支援してもらっております。支援センターでも積極的に住民の方たち

にも支援していただけるよう、今後コミュニティ・スクールを活用することでボランティアを募り、

髙瀨議員おっしゃるように地域全体で子育てする体制づくりを進めてまいりたいと考えているとこ

ろです。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） それでは、髙瀨議員のご質問に私のほうからもお答えさせていただきます。 

 １点目のご質問につきましては、子どもに優しい町、子育てしやすい町をつくるということは、

私の町政の重点方針でもあります。今後とも教育委員会と連携を取りながら、子育て支援策の周知

に努めるとともに、さらなる拡充に努めてまいりたいと考えております。 

 ２点目のご質問の学童保育につきましては、今年５月18日からは小学４年生の受入れを新たに開

始させていただいております。５月末現在の登録者数は、１年生が20名、２年生20名、３年生28名、

４年生４名の合計72名となっております。昨年度は小学３年生までの受入れでしたが、放課後子ど

も教室で使用していたこども館の２階の部屋を学童保育で使用することとしたことにより場所の確

保が可能になったこと、またスタッフの確保ができたことにより４年生の受入れを行っているとこ

ろでございます。 

 スタッフにつきましては、現在館長１名、主任支援員３名、補助支援員４名に加え、地域おこし

協力隊員１名が新たに学童保育業務に従事していただいておりまして、スタッフの数につきまして

も９名に拡充しているところでございます。 

 現在の学童の利用につきましては、学校が再開され通常の開館となっておりますが、家庭での保

育が可能になったことにより退所する児童もおり、現在は68名の登録者数となっているところであ

ります。コロナ感染症による就労状況の変化など、様々な事情により登録者数が減ったものと思わ

れますが、当面は小学校４年生までの受入れを継続し、必要に応じ今後の対応を検討してまいりた

いと考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いを申し上げます。 

〇議長（猪狩一郎君） 髙瀨議員。 

〇３番（髙瀨浩樹君） ご答弁ありがとうございます。今回私、第２期ニセコ町子ども・子育て支

援事業計画というのを見させていただいて、その中にはまた去年10月ですか、日本ユニセフ協会の
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進める子どもに優しい町として、またその中で見たのはＳＤＧｓ子育て世代がゆとりある暮らし、

住宅の確保という部分で、今の時代なかなかほかの自治体では例えば幼児センターをつくるとか、

運動会をやるとなると子どもの声がうるさいと、そういうことで反対されている今時代ではござい

ます。そんな中、ニセコ町はいろいろこういうことに取り組んでいると私は思っております。 

 ニセコ町の場合は、ニセコ町以外の移住者も大変多く、その面ではやはり核家族化などへの子育

てサポートが私は必要と考える。私たちのように地元にもともと生まれ育った者に対しては、やは

り親がいたり、兄弟がいたり、また親戚がいたり、いろいろとそういう部分ではすごく暮らしやす

いのですけれども、やはり外から来られている方にとっては、大変私はそういうおひさま、例えば

そういうところで子育てですごく不安を感じられているような方がいるのではないかと思って、ま

たそしてアンケートを見ているとやはりどういうふうに利用したらいいかというのが分からなかっ

たというアンケート調査も私見ていました。そういうことで、もう少しそういうことは周知できな

いかということを思います。 

 また、例えば隣近所の子どもが泣いていたり、困っているときに気軽に声をかけられるような環

境づくり、またあらゆる世代が子育てに参加することができるまちづくりとすることができないか、

子育てが一段落された、定年を迎えられた方だとか、高齢者までを対象として今以上に子どもたち

とつながりのある、コミュニケーションを取れる取組が私は必要ではないかと思っております。そ

の辺をどういうふうに考えているかお伺いしたいです。 

 学童保育については、確かにスペース、スタッフの問題、いろいろあると思います。でも、私も

いろいろ統計とかを見ていると、来年もかなりの子どもが、たしか多いと思われます。43名だった

かな。それで、そういうことを考えると、そしてこれからまたそういうモデル地区、いろいろこれ

から出てくると思います。それで、住民が増える、子どもが増える、若い世代ができれば子どもが

増えれば必ずそういう部分が出てくると思います。やっぱり学童保育についてはいろんな意味があ

って、例えば遠方から通っている子どもたちにとっては、学童保育には関係ないのかもしれません

が、学校終了後習い事やスポーツなどをして、一時帰宅して再びその場所までに移動となると時間

的にも距離的にも問題が見られ、学校から学童、学童で時間を調整した後習い事や少年団などに向

かわせたいと考える親御さんたちも少なからず見られる。その点から考えると高学年にとっても学

童は必要ではないかと思われるが、再度お伺いしたいです。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 酒井センター長。 

〇幼児センター長（酒井葉子君） 子育て支援センターの利用の仕方が分からなかったということ

ではあったのですけれども、一応ホームページとおひさまだより等では発信をしております。それ

で、中身がちょっと分かりにくかったのであれば、中身の検討もしていかなければいけないかなと

いうふうにも思います。ただ、町民の方たちにもより広く分かっていただけるように、今子育て世
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代の方たちのＰＲはできているのかなとは思うのですけれども、それ以外の方にも分かっていただ

けるように町民センターだとか、あそぶっくだとかにも掲示をして、その中で地域の方たちにもこ

ういうことが行われているよということを分かってもらえるように発信していけるようにはしたい

なというふうに考えております。 

 あと、コミュニケーションの部分でもなかなかやはり地域の方とというのは難しい部分もあるの

ですけれども、幼児センターで子育て支援センターのほうでの子育て講座というのは行っているの

ですけれども、その中で一応住民のサポートといいますか、編み物教室だったら地域の方に手伝っ

てもらって、得意な方にやっていただいたりだとか、あとアクセサリー作りだったら手芸の得意な

方、またあとベビーマッサージとかリース作りとかというのも行っているのですけれども、それも

一応ニセコ町内で資格を持っている方ということで、結構地域の方に協力をいただいてそういうこ

とも行っております。あと、コミュニティ・スクールの中でも一応支援センターのほうで支援して

もらえる方いませんかということで、発信も広報の中にも入れていますし、行っていますので、そ

の点を再度というか、繰り返し、今ちょっといない状態ではありますけれども、そこのところを発

信して、地域の方にも支援センターにも参加していただいて、その中で一緒に子育てのほうをお手

伝いしていただいたり、アドバイスしていただいたり、そしてその中からこんなことがあるのでは

ないかということをアイデアをいただけたら、一緒になって考えて充実させていきたいなというふ

うに考えています。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 教育長。 

〇教育長（菊地 博君） 私からも今の髙瀨議員の再質問にお答えをしたいというふうに思ってお

ります。 

 今の髙瀨議員ご指摘のとおり、今本当に変化が激しいこの時代において、子どもたちをどう育て

ていくかというところでいいますと、髙瀨議員のご指摘のとおりあらゆる世代の方々が子育て支援

に関わると、とってもこれは私も大事な、重要なことだというふうに思っています。今の子どもた

ちがこれからの社会を背負っていくためには、子どものうちにいろんな人と関わり、いろんな世代

との関わりがあること、それから様々な体験を積んでいくこと、それが子どもたちの力になって、

将来自立して社会を背負っていくような人材になるというふうに考えておりますので、まだまだ十

分ではありませんけれども、本町では例えば幼児センターに寿大学の方々が行って一緒に交流する

だとか、それから学校間では高校生から幼児にも関わるだとかしておりますが、コミュニティ・ス

クールもっともっと活用を広げていって、広く町民の方々が子育てに関わるような取組をさらにこ

れから広げてまいりたいというふうに思っておりますので、今後ともいろんなご教示等をいただけ

ればありがたいかなというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 桜井課長。 



 - 99 - 

〇保健福祉課長（桜井幸則君） 私のほうから学童についてのご質問にお答えしたいと思います。 

 学童の施設を学校、学童、習い事というような形で利用できないかというところだったのですけ

れども、学童の設置目的につきましては保育に欠ける者を預かるという大前提がございます。なの

で、この場合の利用方法としては、例えば教育委員会で行っている放課後子ども教室を利用するで

すとか、福祉だけではなく、いろんな方面との調整、連携が必要なのかなというふうに思っている

ところでございます。 

 あともう一点、第２期の子育て計画を御覧いただいたということで、ありがとうございます。こ

の中で学童の将来推計なども出させていただいているのですけれども、ここの推計について重要な

のが子どもの数が増えるということに対しての対応ももちろん必要でございますが、先ほど申しま

したこの学童については保育に欠けるという部分で、例えば今回のように家庭で保育ができる家庭

が増えてくると、当然学童に預ける子どもの数も少なくなってくるということで、実は近年の数字

を見るとちょっとその子どもを預ける数が少なくなってきている状況が見受けられます。その辺も

将来的にこの学童をどうしていくのかというところの総合的な判断の目安の一つにしていきたいな

というふうに考えておりますので、回答いたします。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 木下裕三君。 

〇２番（木下裕三君） 通告に従いまして、１件質問いたします。 

 新型コロナウイルス感染症に関する経済対策と宿泊税についてです。今回の新型コロナウイルス

感染症の拡大によってあらゆる産業に影響が及んでおり、ニセコ町としても未来の投資として独自

の様々な経済支援対策の実施を進めていますが、十分と考えるかを伺います。 

 また、感染拡大による宿泊業の影響を懸念して、全国的に宿泊税の導入時期の延期というものが

出てきております。道内においても来年から導入を予定していた小樽市や函館市、また富良野市も

先送りを発表しており、２年後の令和４年６月に導入を目指していたニセコ町においてはまだその

動向が発表されていません。実際にはちょっとタイミングよく新聞報道にこの間出ましたが、今回

多大な影響を受けている宿泊事業者にとって宿泊税導入の動向というのは非常に気になるところで

あり、ニセコ町としての考えを表明する必要があると思いますが、町長の所見を伺います。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） ただいまの木下議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、１点目のご質問でございますが、ニセコ町では５月１日に新型コロナウイルス感染拡大に

よる疲弊した地域経済を立て直すべく規模の大きな経済対策を打ち出し、５月18日の臨時会で議決

をいただき、現在これらを迅速に事業を進めているというような状況でございます。また、現在国

や北海道が逐次新たな経済対策を進めておりますので、その動向を見極めながら、必要に応じ国や

北海道の事業を活用しつつ、不足があれば検討してまいりたいと考えております。 
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 なお、経済対策が十分かというご質問でありますが、十分かと言われれば私は十分ではないとい

うふうに思っております。しかしながら、ニセコ町の人口が5,000人と大変小さな小規模自治体であ

り、財政力指数、いわゆる自己財源比率ですが、１が自分たちで回せる自治体の数字が0.3という、

これまで0.25からみんなで本当に頑張っていただいて、議会のお力もいただいて0.3まで上がって

きました。しかし、まだ今でも３割自治というような、大変財政基盤が脆弱な、こうした本町の実

態から見るとかなり大きな経済対策を講じているものというふうには認識をしてございます。 

 次に、２点目にご質問の宿泊税につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大により事業者の

皆様との会議が開催できておらず、さらに地域経済の先行きが不透明となっていることから、来年

３月の町議会への条例提案提出は見送らざるを得ないというふうに判断をしております。しかしな

がら、引き続き宿泊税の導入については検討及び合意形成の作業はしっかり進めていきたいと考え

ております。今後新型コロナウイルスの感染の終息状況や、地域経済の回復の状況を見極めつつ判

断をして、議会とも相談してまいりたいと、このように考えておりますので、よろしくお願いを申

し上げます。 

〇議長（猪狩一郎君） 木下議員。 

〇２番（木下裕三君） 今回の町独自の経済対策というのは、主に町内の需要を刺激するような事

業というのが非常にメインになってきておると思います。特に今回影響が大きいのは観光関連事業

者で、今この状況になって今後いかにその観光事業者が立ち直っていくかというか、復興していく

かというのは、町外の方がどれだけニセコに来て利用してもらうかということがやはりこれから課

題になってくるなと。いかに来訪者を増やしていくかということが課題になってくると思います。

今町長の答弁にもありました国や北海道のほうで対策を、４月の下旬に導入を目指していた国のＧ

ｏ Ｔｏキャンペーンは少々つまずいておりますが、来月から道のほうで実施を予定している観光

誘客促進道民割引事業、通称どうみん割です。これがスタートいたします。僕のほうであるテレビ

局のほうにちょっと取材したところ、既に道内各地の自治体だとか観光協会だとかがこのどうみん

割に関していろんな手法を使って、要はいかに道内の道民に自分のところに来てもらうかというの

でかなりもう準備を既に進めているというちょっと情報をいただいております。今後そういった意

味で、まず道内の道民の来訪者を増やしていく、そういった需要の取り合いになるというふうに僕

は思っております。 

 どうみん割に関しては、昨日倶知安観光協会のほうも事業者説明会を開いたようですが、ニセコ

町としてもこういった誘客促進のためのどうみん割やＧｏ Ｔｏキャンペーン、国や道のこの施策

によって需要を取り込むというのは非常に重要になってくると思います。先ほど町長のほうも不足

があれば対応したいということもありましたが、そこら辺も観光協会を含めて、これ結構喫緊の話

になると思いますが、どのような進め方、あるいは対策というのを考えていきたいか、そこをちょ

っとまず伺いたいのが１点です。 
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 それと、あと宿泊税に関して今回見合わせる先送りということで宿泊税ですが、本来は今後の観

光振興に向けた重要な財源になる予定だったのですけれども、世界的な今回終息の状況がまだ見通

せない状況で、この宿泊税というものの導入を今すぐまた進めるというのはなかなか、これ国の終

息見通しを含め、導入の時期を示していくというのはちょっと難しいということは、これは重々承

知しております。ただ、今後相当打撃を受けていますこの観光分野に関して復興をさせていくとい

うのは、これは各体力を奪われた事業者さんだけでこれ頑張っていくには結構限界があるなと。そ

こはやっぱりそういった宿泊税というのはちょっと検討は先送りというお話でしたが、しっかりと

応援していくべきことになっていくだろうと。いろいろと国ですとか道とかもそういったものに対

して、観光復興に関して現在もこういったことを考えていますし、その先もどういうふうになるか

分からないですけれども、やはりニセコ町独自の充実したそういった財源をしっかりとして持った

上での何かまずは復興もそうですし、その先のさらなる観光振興ということも、そういった財源が

絶対必要になってくるだろうなと。 

 実は以前、平成29年の12月の一般質問の中で私が熱海市が導入している別荘等所有税のニセコ版

も検討してはどうかという質問をさせていただいて、将来的には検討していきたいという町長の答

弁をいただいております。今回その宿泊税に関しては、検討は進めていきたいということは今答弁

の中でありましたけれども、併せてこういった安定した財源を生めるような、コンドミニアムや別

荘等の所有や開発に伴うような法定外税の導入というのを、これ早期に検討してもよろしいのでは

ないかなと思っております。この件について伺います。 

〇議長（猪狩一郎君） 福村課長。 

〇商工観光課長（福村一広君） それでは、木下議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、経済対策については現在５月18日に議決していただいた事業について迅速に進めていると

ころでございまして、町長の答弁のとおりでございますが、議員ご指摘のとおりニセコ町の主要産

業である観光にお客さんが戻ってくるということが非常に重要な視点かというふうに考えておりま

す。 

 続いて、まず最初にちょっと整理させていただいて、どうみん割の状況について少し説明させて

いただきます。どうみん割については、先般６月10日に道が公表して、６月の17日から、昨日から

19日までの３日間に第１次申請ということで今現在行われているというところで、主要ニセコ町内

のホテル８か所に確認しておりますが、こちらのほう１事業者というか、１ホテルを除いて全てス

キームＡという宿泊事業者さんが直接割り引くものに参画していくということで申請の準備をして

いると。ただ、一部系列ホテルということもあって本社のほうで対応をしているという状況もあり

ますけれども、基本的には町内の大手のホテルは全て参画していくのかなと。１社については、夏

場オープンしていないということで今回はしないということでございましたけれども、おおむねし

ているのかなと思います。あと、いわゆるスキームＢ、今回のどうみん割についてはこれまでの例
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えば国のキャンペーンなど、復興割などと違いまして、直接ホテルが参入できる仕組みとなってい

ますので、基本的にはちょっと今までの取組とは若干違ってくるかと思いますが、観光協会もこれ

については検討を加えているところでございます。しかしながら、観光協会は今回の仕組みがちょ

っと今までと違う仕組みなので、なかなか収益を上げていくということを念頭に置くと難しい部分

もあるという結論は出しておりますが、今後第２次、第３次、第４次というように道のほうも申請

を受け付けていくというふうに聞いておりますので、その中でまた検討していきたいと思っており

ます。 

 ちょっと気がかりなのは、小規模な事業者さんに、宿泊事業者さんがこれに参入できるような仕

組みの体制が取れるかどうかというところですけれども、今現在ちょっと申請時期が３日間という

こともあって、なかなか構築するのはちょっと時間かかるかなと思っておりますので、今後観光協

会と協議しながら、できるだけ参画できるような仕組みを取っていきたいというふうに思っており

ます。 

 あと、このほかに国のほうのＧｏ Ｔｏキャンペーンのほかに観光庁のほうでは誘客多角化等の

ための魅力的な滞在コンテンツ造成事業の補助事業も今後公募されるということもありますので、

こちらのほうも含めて、様々な事業の活用を考えながら観光協会とちょっと調整を図っていきたい

というふうには考えております。これらの様々な事業出てきておりますので、その都度観光協会と

協議しながら、取り組める事業については積極的に取り組んでいきたいというふうに思っておりま

す。ニセコ町宿泊税今回延期するということなのですが、基本的にはやはり宿泊税を主要な財源と

していくためには、観光客の皆さんがやはりニセコ町に来ていただくということが重要ですので、

その点も踏まえながら、取りあえずまずは平常時に戻していくように今後検討していきたいという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） ただいまの１点目のＧｏ Ｔｏキャンペーンとか道民割、それから観光庁で

も新たな制度設計しておりますので、このＧｏ Ｔｏキャンペーンのほうも制度設計の最初のほう

から担当課のほうでは観光庁と随分いろんなやり取りをしていますので、できるだけ活用しながら

地域活性化につながっていくように努力をしてまいりたいというふうに考えております。 

 また、宿泊税以外も独自の財源を検討すべきではないかということで、以前木下議員から別荘等

の所有税の関係も質問がありました。例えば水道料の別荘としての追加であったり、接続料だった

り、いろんなやり方を軽井沢含めていろんな地域行っております。これらにつきましては、引き続

き検討をしながらニセコ町の財政が回っていく仕組み、その中で皆さんがまちづくりに参加できる

仕組みを考慮したいと思います。 

 今回温泉の入湯税、それからゴルフ場利用税、これは大変なご努力をいただいて事業者さん町に
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納めていただいているわけでありますが、今回議会のほうの大変なご理解をいただいて、２割相当

額を温泉の維持費、それからゴルフ場利用者のための維持費ということで還元できたということも

大変ありがたいことで、こういったことにおきましても、目的税の重要性というのは今回我々も再

認識させていただいたというような状況でありますので、今後引き続き安定的な財源の確保につい

ては研究に努めてまいりたいというふうに考えております。よろしくお願いをいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） これにて一般質問を終了します。 

 この際、議事の都合により午後１時まで休憩します。 

 

休憩 午後 ０時０３分 

再開 午後 ０時５８分 

 

〇議長（猪狩一郎君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

      ◎日程第４ 陳情第１号から日程第５ 陳情第２号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第４、陳情第１号 自家増殖を原則禁止とする種苗法改定の取り下げ

を求める意見書採択についての陳情書の件及び日程第５、陳情第２号 新たな基本計画における農

村振興の強化を求める意見書提出を求める陳情書の件の２件を一括議題とします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 木下産業建設常任委員長。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ０時５９分 

再開 午後 １時０３分 

 

〇議長（猪狩一郎君） 再開いたします。 

 

      ◎日程第４ 陳情第１号から日程第８ 発議第６号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第４、陳情第１号 自家増殖を原則禁止とする種苗法改定の取り下げ

を求める意見書採択についての陳情書の件から日程第８、発議第６号 気候非常事態宣言に関する

決議案の件までの５件を一括議題とします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 まず、陳情１と２と発議４までを木下産業建設常任委員長。 

〇産業建設常任委員長（木下裕三君） 去る６月11日の本会議において当委員会に付託されました

陳情第１号 自家増殖を原則禁止とする種苗法改定の取り下げを求める意見書採択についての陳情
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書及び陳情第２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求める意見書提出を求める陳情書の

陳情２件と、発議第４号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

案は、６月12日、全委員出席の下に産業建設常任委員会を開催し、慎重審議いましたので、結果を

報告します。 

 陳情第１号 自家増殖を原則禁止とする種苗法改定の取り下げを求める意見書採択については、

農業者の規模や営農内容など立場によって賛否が分かれており、また本町農業者への影響は不確実

である。今国会で種苗法改定法の成立を断念したことから、慎重に審査すべきとの理由で継続審査

と決しました。 

 陳情第２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求める意見書の提出を求める件は、願意

を妥当と認め、採択すべきものと決しました。 

 発議第４号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書案の件は、

林業は自然が相手の産業で、再生しながら産業化していくことを強調するため、持続可能なという

文言を加える修正をすべきという理由で、修正議決すべきものと決しました。それぞれ以上のよう

に決しましたので、報告いたします。 

 よろしくご審議お願いいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 篠原委員長。 

〇総務常任委員長（篠原正男君） 去る６月11日の本会議において当委員会に付託されました発議

第５号 選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書案の件及び発議第６号 気候非常事態宣言に関

する決議案の件、２件の審議結果を報告いたします。 

 ６月12日、全委員出席の下総務常任委員会を開催し、慎重審議いたしました。まず、発議第５号 

 選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書案については、提案された意見書案の趣旨を理解しつ

つも、ニセコ町議会の総意として国や関係機関に意見書を送付するに当たり、国に対して意見書の

提出する際に、より地域の実情を伝える内容となるように修正する必要があるとの意見にまとまり

ましたので、その点を踏まえた修正案を別紙のとおり提案することとしましたので、報告いたしま

す。 

 次に、発議第６号 気候非常事態宣言に関する決議案は、その内容を妥当と認め、別紙報告書の

とおり原案可決すべきものと決しましたので、報告します。 

 以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） これより陳情第２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求める意

見書提出を求める陳情書の委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 
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〇議長（猪狩一郎君） これより陳情第２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求める意

見書提出を求める陳情書の件を採決します。 

 本件は、委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長報告のとおり採択することに決しました。 

 これより発議第４号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書の

委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本件に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより発議第４号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書案

の件を採決します。 

 本件は、委員長報告のとおり修正議決すべきものとすることにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長報告のとおり修正議決すべきものとすることに決しました。 

 これより発議第５号 選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書案の委員長報告に対する質疑に

入ります。質疑はありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 
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 反対討論なしと認めます。 

 次に、本件に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより発議第５号 選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書案の件を採決します。 

 本件は、委員長報告のとおり修正議決すべきものとすることにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長報告のとおり修正議決すべきものとすることに決しました。 

 これより発議第６号 気候非常事態宣言に関する決議案の委員長報告に対する質疑に入ります。

質疑はありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本件に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより発議第６号 気候非常事態宣言に関する決議案の件を採決します。 

 本件は、委員長報告のとおり原案可決すべきものとすることにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長報告のとおり原案可決すべきものとすることに決しました。 

 

      ◎日程第９ 議案第１３号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第９、議案第13号 ニセコ町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更

についての件を議題とします。 

 質疑はありませんか。 
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                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 これをもって討論を終了します。 

 これより議案第13号 ニセコ町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更についての件を採決しま

す。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１０ 議案第１４号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第10、議案第14号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画書の一部変

更についての件を議題とします。 

 質疑はありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより議案第14号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画書の一部変更についての件を採決し
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ます。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１１ 議案第１５号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第11、議案第15号 ニセコ町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例の件を議題とします。 

 質疑はありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより議案第15号 ニセコ町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の件を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１２ 議案第１６号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第12、議案第16号 ニセコ町手数料徴収に関する条例の一部を改正す

る条例の件を議題とします。 

 質疑はありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 
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 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより議案第16号 ニセコ町手数料徴収に関する条例の一部を改正する条例の件を採決しま

す。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１３ 議案第１７号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第13、議案第17号 ニセコ町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の件を議題とします。 

 質疑はありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより議案第17号 ニセコ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の件を採決します。 
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 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１４ 議案第１８号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第14、議案第18号 ニセコ町後期高齢者医療に関する条例一部を改正

する条例の件を議題とします。 

 質疑ありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより議案第18号 ニセコ町後期高齢者医療に関する条例一部を改正する条例の件を採決しま

す。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１５ 議案第１９号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第15、議案第19号 ニセコ町環境審議会設置条例の一部を改正する条

例の件を議題とします。 

 質疑はありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 
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 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論は終了します。 

 これより議案第19号 ニセコ町環境審議会設置条例の一部を改正する条例の件を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１６ 議案第２０号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第16、議案第20号 令和２年度ニセコ町一般会計補正予算の件を議題

とします。 

 質疑はありませんか。 

 斉藤議員。 

〇５番（斉藤うめ子君） ５番、斉藤うめ子です。議案第20号 一般会計補正予算の14ページの款

２、目５文書広報費、節10需用費のところで消耗品費というのがあります。これは、防災ラジオの

電池部分の取替えと、それから修繕料30万2,000円とありますけれども、合計で30万2,000円、この

防災ラジオですけれども、ラジオニセコが開局以来今８年目になって、そしてこの防災ラジオの故

障が相次いでいます。今回修繕料50台分と修繕費とあるのですけれども、この50台分を予算計上し

ましたけれども、修繕して、それからこれからどのくらいもつのか、そして今現在このラジオニセ

コ全部で一般世帯2,147台、それから事業所187台で、合計2,334台貸し出しているのですけれども、

暫時この修理費を出していってもあとどのくらいもつものか。これ一時しのぎになるのではないか

という懸念があるのですけれども、私も自分の家のラジオを先日から２回ぐらい音声の調整ができ

なくて交換してもらったのですけれども、もうこれいずれにしても８年たってラジオの全体、この

台数これからどうされるのか、今その辺りをちょっと伺いたいと思います。 

 それから、２点目よろしいですか。同じく14ページの目８のその下のほうなのですけれども、ま

ちづくり会社出資資金の件です。これ前から説明あったように、まちづくり会社資本金6,000万円の
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うちニセコ町が38％で、そしてその分が2,280万円とあるのですけれども、この38％の根拠です。方

針としては、民間主導による事業性重視の社会でということをうたっていますので、ニセコ町の出

資分はこれで適切なのか、もっと地域事業者の割合を増やすことは考えられないのか、そこを伺い

たいと思います。 

 それから、次です。３番目のところ、15ページになりますけれども、同じところの下のほうの中

学校の目22の18節負担金補助及び交付金、中学校修学旅行補助17万5,000円とあります。そして、こ

の説明のときにコロナの感染の問題があって、そして今までは京都のほうに修旅行をしていたのを

東北のほうに変更によりバス代１日分の補助が17万5,000円と計上しているのですけれども、これ

全体の経費との調整です。修学旅行費にかかる計画の中の調整から考えて、このバスの補正予算の

計上が必要なのかどうか。例年よりも逆に経費が削減されているのではないかなという思いがあり

ますけれども、その点について伺います。 

 それから、もう一点です。19ページになりますけれども、19ページの款８の土木費、項５、目１

都市計画費の説明のところで、節14工事請負費、建物解体工事が294万8,000円と計上しています。

場所のことも書いてあるのですけれども、これ解体費だけになるのでしょうか。土地建物の、ここ

に書いてあるとおり、解体工事と書いてありますので、解体費だけがこれだけかかって、そしてこ

れはどういうふうになるのか、もう一回ちょっと説明していただけたらと思います。 

 それから、その下のところなのですけれども、公有財産購入費とあって６万6,000円を計上してい

るのですけれども、６万6,000円の土地購入代、これについても、すみません、もし私聞き落として

いるかもしれません。説明していただけたらと思います。 

 以上４点です。お願いします。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） それでは、まず私のほうから14ページの５目文書広報費の中の消

耗品と修繕料という関係でございます。これについては、議員ご指摘のとおりの防災ラジオの関係

でございます。消耗品については、充電式の電池が耐用年数を迎えているということもありまして、

取替えの希望の部分については、これもよく聞いているかどうかということにもよるのだと思うの

ですけれども、全く耐用年数を迎えていても充電できて普通に聞けるという状況もあるものですか

ら、同じ個体であっても様々な状況になっているものですから、取替え希望をいたいただいたもの

を暫時取替えさせていただいているという状況でございまして、年間の大体修理といいますか、取

替えの希望を少し余裕を見て69台分ということで消耗品を電池の交換ということで計上させていた

だいております。 

 それから、修繕料でございますが、これについては、これもちょっと個体の特徴といいますか、

なのですけれども、議員ご指摘のとおり音声のボリュームのところがどうしてもちょっと壊れやす

いという状況になっておりまして、大きな音の何ていいますか、スイッチをさわっても音の調整が
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できないということがほとんどの場合なのですが、それらの部分については個体自体は新しくても、

そこの部分だけ交換すれば今までどおり使えるということでございますので、それをその分の修繕

料50台分ということで予算計上させていただいているところでございます。ただ、今後この2,400台

近くの全体をどうするのかということでございますが、よりよい補助金があれば全体で交換という

こともあり得るのかとは思いますが、補助メニューが大体何かこう一般的な部分でいくと、新しい

機能を付加した部分については補助が出るということが大体その補助金のメニューの要件になって

おりまして、古くなったものをまた改めて交換して、新しいものにして元に戻すというところにつ

いての支援というのがなかなか見つからないということもありますけれども、これも何がしか考え

た中で、できるだけ早めにその補助メニューを探して交換させていただきたいと。ただ、現状のと

ころでいくと今申し上げたような年間大体50台弱くらいの交換の申込みがあるので、それに対応す

るような予算計上をまずさせていただいているということでございます。 

 それから、その下の23節投資及び出資金ということで、まちづくり会社の出資金ということで

2,280万円ということで計上させていただいております。これにつきましては、現在ニセコ町でもご

指摘のとおり38％ということで計上させていただいております。議会でも政策案件の場でもご説明

をさせていただきましたが、今町では38％、それから地域事業者が34％、それからこの事業をずっ

と携わっていただいているクラブヴォーバンという団体の28％ということで、全部で100％という

形で進めさせていただいています。ニセコ町の38％の根拠と申し上げますのが、３分の１以上のこ

の株の取得をしているということが大事だと考えておりまして、３分の１以上の株の取得でもって、

いわゆる拒否権を行使できるということでございますから、イコールそれは例えばこの会社が民間

主導でスピード感を持っていろんなことを進めるということを大事に考えているということで半

分、２分の１の出資は控えているということでございますけれども、少なくとも拒否権は持つとい

うことから、３分の１以上を持つと。それから、細かな出資者の割合によってその３分の１を下ら

ない範囲で現在38％で計上させていただいているということでございます。 

 それから、ご指摘の中で民間の割合を増やしていくという考えはないのかということでございま

すが、今後第１期工事から始まりまして、ＳＤＧｓ街区と呼ばせていただいておりますが、そちら

のほうが進むに連れて、いよいよ町の関与がなくても自走していくということがどんどん、どんど

ん見えていい方向に回ってくるということであれば、そのような増資をして官の関与を少なくして

いくということも可能性としてあるのかというふうに考えております。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 前原課長。 

〇学校教育課長（前原功治君） 先ほどの中学校の修学旅行の補助の関係の中身について、ご説明

申し上げます。 

 こちらのほう全体額的には、今回東北のほう、生徒数でいきます32名行く中で総額がおおむね
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280万円程度かかるというようなものになっております。京都と単純に比べてそこの差額を補助す

るという考え方ではなくて、もともと京都へ、関西方面へ行っているときも文化活動に関して町の

ほうからも補助をさせていただいていたというところで、その体験含めてそこの経費で差額が出る

部分ということで、今回東北のほうに行き先を変えたということで、震災地の学習というところを

見て歩く部分においてのバス経費等々が発生をしているというところでございまして、そこの費用

について17万5,000円ほど補助をさせていただくというような考え方になっております。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 高瀬課長。 

〇建設課長（高瀬達矢君） 私からは、19ページの土木費の質問についてお答えしたいと思います。 

 まず、前段に本建物と土地の物件につきましては、本通105番地７、ご説明あったとおり木造一部

２階建ての98平米ほどの建物と土地でございます。所有者はご承知のとおり平成18年に亡くなって

いて、相続人も裁判所のほうに相続放棄の手続を終えている物件でございます。副町長からご説明

あったとおり、周りのだんだん年数が古くなって、木とかいろんなのが、枝が道路にはみ出ている

とか、また落雪等も警察のほうの発出所のほうに雪が飛んでいったり、道のほうにも一部出ている

ような、そのような状況で放置はしておけないということで、平成30年の12月に町のほうから裁判

所のほうに財産の部分についての申立てをしていたところでございます。その結果ようやく法定的

な手続がつい先日６月11日付で裁判所のほうから審判が下されて、ニセコ町に売買するというよう

な内容になっている案件でございます。 

 そこで、ご質問の趣旨であります解体経費でございますが、総額294万8,000円計上しております

が、この中には解体費とそのほかあそこに庭木だとか石垣等がございます。それで、あの道路を少

し、道路自体舗装、道路が拡幅にはなりませんけれども、堆雪スペース確保のためにその石とか木

とかも全部除去したいというような経費、それから当時平成18年急死ということで亡くなっており

まして、中の家具もそのまま残っている状況でございます。それの処分経費も含めて294万8,000円

ということでございます。 

 それから、財産購入費の６万6,000円でございますが、裁判所ではこの所有者不明の土地でござい

ますけれども、裁判所が管理人を指定します。今回は、倶知安町の弁護士さんが管理人になったわ

けなのですけれども、そちらのほうであそこの土地の評価をいたしております。291万円という評価

でございました。うちの固定資産税の評価よりは若干高めの評価かなというふうに感じております。

そこから当時管理人さんが見積もった解体経費284万4,417円という資料がうちのほうの手元に届き

まして、それを差っ引いた金額、いわゆる土地の評価額から解体経費を差っ引いた６万5,538円が今

回の土地と物件の売買契約をニセコ町と管理人さんで今後７月に契約をする予定でございます。数

字の根拠としては、そのような形でございます。 

 以上です。 
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〇議長（猪狩一郎君） 斉藤議員。 

〇５番（斉藤うめ子君） 最初のラジオニセコの件なのですけれども、これ単純計算すると年間50台

ぐらいを修繕していくということなのですけれども、これ計算したら修理費は１台3,500円につく

わけですね。これ割が合うのかなという感じがしたのですけれども、毎年これだけの徐々に修理を

していくわけですか、これだけの経費をかけて。 

 それで、さっきと重なることはあるかもしれないですけれども、この台数がかなり多いですね、

2,300台貸し出していて。これ今すぐどうしたらいいかということがあるのかもしれないのですけ

れども、いずれはこれどうなのでしょうか。全部交換ということをもし視野に入れたら、徐々にや

っていく経費のことを考えると、これまでどれだけ処理費かけてきたのかなと思ったのですけれど

も、そういうことも、先のこともちょっと検討してもいいのではないかなという感じがしました。

ちょっと経費が、修理１台の単純計算したら3,500円につくというのはどうかなと思ったのですけ

れども。 

 それから、２番目のところ、ニセコまちづくり会社のことは説明いただきましたけれども、今の

段階ではやむを得ないということなのでしょうか。もともとこの計画で、もっと町民主導で出資者

を増やすという方向で進められなかったのかなという思いがあります。今となっては、今説明した

ように町の関与につないでいけば増収ということを考えられるということで、少しずつ将来的には

なっていくのかなという思いはあります。 

 それから、もう一つ中学、説明私ちょっと理解できなかったので、申し訳ありません。修学旅行

のことなのですけれども、東北の被災地を巡るということでバス経費が別個に新たにかかるので、

17万5,000円を計上するということですね。これ単純に全232名280万円かかると言うのですけれど

も、これだけ予算を組んでいって、そして今度東北に変えた結果、そこに差額は生じてくるのでは

ないかと思うのですけれども、その辺の調整なんかはどんなふうに考えていらっしゃるのか、さっ

きのこととちょっと重なってくるかと思いますけれども、すみません、その３点、４番目のほうは

分かりました。もう一回ちょっと伺います。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） まず、防災ラジオの関係でございますが、修理が割に合うのかと

いうことでございましたが、普通のラジオと違って緊急放送でスイッチ入れてなくても緊急放送流

せるという特徴を持っているものですから、１台の部分についてはやはりちょっと高いと。今細か

い数字はちょっとごめんなさい、あれなのですけれども、１万5,000円以上はしたかと思います。と

いうような状況のラジオなものですから、これを単純に今の2,500台程度全部というふうになると

3,700万円以上、3,800万円ぐらいかかるかなというところなので、おいそれとということもありま

すから、まずはその修理できるものはしてという形でやらせていただいていると同時に、その機能

向上でなお一層管理費がかかるというようなことでない方法で何か支援の方法があればということ
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で探してまいりたいと考えているということでございます。 

 それから、新会社の出資金の部分でございますが、町民の割合をもっとというところは、おっし

ゃるところは確かにそのとおりで、将来的にいい形になってくれば行政が大きく関与しなくても自

走していくという形が最終的には理想の形かなとは思いますが、スタートとしては50％関与はもち

ろんしないものの、例えばそんなことはないと思いますけれども、会社の方向性が何がしか公共的

な町の目指すＳＤＧｓの街区ですとか、エネルギーのことだとかということからそれるような状況

になる場合については、ちゃんと軌道修正ができるというところの３分の１は少なくとも現在のと

ころは持っておきたいということでございます。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 前原課長。 

〇学校教育課長（前原功治君） すみません、質問の意味がちょっと理解できなかったところがあ

るのですが、差額というのは京都へ行ったときと東北へ行ったときの差額があるでしょうという意

味でしょうか。 

〇５番（斉藤うめ子君） はい。 

〇学校教育課長（前原功治君） 差額は出ているというふうには理解はしておりますが、補助をし

ている考え方が先ほど言った行き先を変えたことによる単純なその交通費の補填とかをしていると

いう考え方ではなくて、修学旅行へ行って、実際に体験された目的に応じた支援をこれまでも行っ

てきておりまして、奈良で以前は禅の体験をされたりだとか、そういうところについて支援をさせ

てきていただいていると。それが今回東北のほうに変わって、被災地巡りをすることになって経費

的にそこが変わっていると。その差額について今回は支援をしているという考え方になっています。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 青羽議員。 

〇９番（青羽雄士君） ９番、青羽です。14ページの会計年度任用職員報酬759万2,000円、それと

15ページの地域医療維持給付金500万円、この２点についてちょっとお伺いしたいと思います。 

 この会計年度任用職員のほうは、これ地域おこし協力隊への云々だというようなことで、財源も

特別交付税で賄えられるというような説明を受けたかと思います。ただし、そのときにそれこそ聞

き落としたのかもしれませんけれども、これ同じような立場で集落支援員のことは何もうたってい

なかったような気がします。ただし、それこそ補足資料のほうでは、その他のところで集落支援員

費用弁償というような歳出も出ております。ですから、その集落支援員のほうも会計年度任用職員

のボーナス分というのですか、そういったことに当てはまるのかどうなのか、それの確認です。 

 それと、地域医療への500万円です。こっちのほうも一応分かりやすく言うと、今回限りのものな

のか、まだまだ長引いて、それこそ上期、下期、例えば６月から今度12月分の云々でもかなりの診

療報酬がマイナスして大変なのだというようなお話があった場合も対応する気でいるのか。また、
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この財源として、国のいろんなコロナ対策の支援金、また２次補正でも予備費もかなり持っている

という中で、もうそれこそいろんな情報をアンテナ張っている町としては、例えば前に説明あった

とおり、介護分ではちょっとはまるような交付金がありそうだと、それで今精査しているのだとい

うようなことのお話も聞きましたけれども、この地域医療を守る、これは大変重要な位置づけだと

思っておりますので、全く賛成なのですけれども、これも当てに指定しているのかと言ったら申し

訳ないのですけれども、いろんなアンテナを立てて地域医療を守るための医療機関へのこういった

補助、補正、交付金とかというようなものも出てくる可能性があるものだと思っているのか、その

辺をお伺いいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） まず、会計年度任用職員の報酬の部分ですが、今回の改正に伴っ

て地域おこし協力隊についても、いわゆるボーナスが払えるということになったのですが、集落支

援員についてはもともとその制度がありまして、それは年度当初予算に組み込んでいるということ

でございまして、今回地域おこし協力隊もこれができるようになったので、補正したということで

ございます。 

〇議長（猪狩一郎君） 桜井課長。 

〇保健福祉課長（桜井幸則君） ２点目の地域医療給付費についてご説明いたします。 

 今回のこの500万円という金額につきましては、せんだっての議員協議会でもちょっとご説明し

たとおり、今回のコロナの影響でというふうなことですので、これについては今回限りのものにな

ると思われます。 

 また、引き続き病院自体の維持についての協議説明依頼があった場合には、随時対応していくこ

とが必要でないのかなというふうに考えてございます。また、財源につきましては現在国の２次補

正も何となく形が見え始めているところではございますが、基本的に医療機関に対する支援につい

ては、コロナに関する患者を受け入れたとか、コロナに対応する医師を派遣したとか、そういった

ところに対しての国の支援というのも非常に見えているところでございます。なので、今回のよう

なコロナの患者を例えば受け入れしていないというところが実はこういう小さな町、地域医療では

非常に困っているというところで、それは全国の医師会も国に対して要望を出しているところです

が、当面は一般的な地方の単独事業にこの財源が充てられないかというようなところを目指して、

まずはコロナ対策への給付金というような形での予算計上をさせていただいているというところで

ございます。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） これまでの経緯見てみますと、介護施設についても当初国は全く考えても

いないというのが実態だったと思います。いろんな皆さんの声があって、それで医療と介護、それ
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から特にコロナを受け入れた施設の医療機関には手厚くするという方針が変更して随時出てきてい

るというのが実情でありまして、先ほど課長が申しますとおり医師会でも相当激しい運動を今して

いるということで、コロナを受け入れるそういう大きな病院でなくて、中小のコロナとは直接関わ

りのない病院に対しても、今国のほうでは厚生労働省でも内々、何とか応援できないのかという議

論も始まったやに聞いておりますので、今度の臨時補正に組み込まれるかどうかは別にして、国で

新たなそういうニセコのような小さい町の医療機関にもという可能性がないわけではありません。

そういう情報を得ながら今後対応をしていきたいというふうに思っておりますし、私どもが今出そ

うとしているものと同じものが国の枠組みで直接厚労省から出るということであれば、それは協議

をして、その分の応援の仕方、変な言い方をすれば二重の応援にはならないような、その辺の整理

はきっちりしていきたいというふうに思っております。 

 ただ、先ほどこのコロナが本当にずっと長引いた場合、結果的には５月、６月でおさまらないと

いうことがあって、病院としての維持が困難な状況ということがあれば、また議会とも相談してい

ただいて、私どもの暮らしを守る医療機関をしっかり守ることはしっかり進めていきたいなという

ように考えているというような状況でありますので、よろしくお願いをいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 小松議員。 

〇７番（小松弘幸君） ７番、小松です。２点質問をしたいと思います。 

 14ページ、新型コロナウイルス対策費、10節需用費の消耗品費125万5,000円ですが、コロナの影

響で消毒液不足と日本酒の売上げ減少も重なって、そこでエタノールを公共施設に設置すると聞い

ておりますが、箇所的にどういった範囲に置くのか。また、まず初めにどのぐらいの数量を設置予

定としているのかお聞きしたいと思います。 

 ２点目ですが、同じく14ページの18節観光協会派遣職員負担金200万円ですが、観光協会から役場

職員として有島記念館に勤務されると理解しておりますが、ちょっと聞き逃したかもしれません。

どのような業務内容を担当されるのかお伺いしたいと思います。 

〇議長（猪狩一郎君） 中川課長。 

〇農政課長（中川博視君） 小松議員のご質問にお答えします。 

 お酒の部分はうちのほうで絡んでいますので、農政のほうからご説明いたします。１回の仕込み

の部分が約400リッターで、その部分で500ミリリットルで全部で800本という形の部分をお願いし

たいという形で考えてございます。どこに配分という部分につきましては、できる限り医療系の部

分に、入りづらいという部分もあるというお話を伺っていますので、医療系中心に配分していきた

いなというふうには考えてございます。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 佐藤課長。 

〇町民学習課長（佐藤寛樹君） もう一点のご質問の有島記念館での業務等についての内容につい

てご説明したいと思います。 

 業務の内容につきましては、基本的に有島記念館の服務形態に準ずるということになっておりま

す。それで、何点か業務がありますけれども、有島記念公園及び館内清掃等維持管理業務、あとニ
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セコ町鉄道遺産群振興事業ほか、文化歴史遺産の保存業務ということで、現在あるＳＬ及びニセコ

エクスプレスなど展示資料の維持管理及び公開時の現地管理と想定しております。また、収蔵資料

の保全業務を行う予定になっております。 

 あと、有島記念館展覧会の近隣施設宿泊者等への広報業務ということで、宿泊施設等への展覧会

のことの売り込みということで、チラシ持込みなどＰＲ活動、それと有島記念館事業及び鉄道遺産

群の札幌圏旅行会社への営業業務、それには観光事業者への旅行行程の組み込み等営業活動、その

他有島記念館に関する業務ということで、受け付けと来館者対応業務などがございます。それで、

シフトの中で必要に応じて本元の観光協会の業務をやっていただくということになっております。 

 勤務体系でございますけれども、現在のスタッフ６名と合わせて７名を含めまして、その７名で

シフトを組んで業務をやっているということです。それで、７名で受け付け、施設の維持管理、企

画展等の準備実施はスタッフ全員で当たるということになっております。 

 あと、そもそもメリットといいますか、そういった部分での整理ですけれども、学芸員、学芸員

補が担う文化歴史資料等の整備ほか学芸業務の充実化、それと当人の観光面での業務経験、知見を

生かした広報面の強化、それと勤務シフト編成の柔軟性が高まり、有島記念館業務全体の効率化が

図られると。それと１点、男性の人的増員により外施業、力仕事などの効率化が図られるというこ

とで、現在仕事をしていただいていまして、そういったメリットといいますか、利点が出てきたと

いう状態になっています。よろしくお願いします。 

〇議長（猪狩一郎君） 小松議員。 

〇７番（小松弘幸君） １点目、エタノールの関係になっていたのですけれども、消毒液の代用と

してエタノールを購入するわけでございますが、これはニセコ産米でできたエタノールというふう

に理解してよろしいのでしょうか。 

〇議長（猪狩一郎君） 中川課長。 

〇農政課長（中川博視君） はい、そのとおりでございます。 

〇議長（猪狩一郎君） 小松議員。 

〇７番（小松弘幸君） お酒通常は1.8リットル、一升瓶の清酒を作るのに単純計算で精米歩合にも

よりますけれども、60％とすると玄米で約1.3キロ必要なのです。消毒液の代表として、エタノール

製造を行い、２度蒸留することで70％の高濃度になるそうですが、今回購入される分に使用される

お米の量はどのぐらいなのか、把握していれば教えていただきたいと思います。 

〇議長（猪狩一郎君） 中川課長。 

〇農政課長（中川博視君） 小松議員のご質問にお答えします。 

 聞いている限りでは60俵という話でお伺いしています。 

〇議長（猪狩一郎君） 榊原議員。 

〇４番（榊原龍弥君） ４番、榊原です。歳出14ページの２款、１項、８目、22節まちづくり会社

出資金についてお伺いいたします。 

 以前にも申し上げたとおり、この会社の目指す方向に賛同するために、この会社についての理解

を深めようといたしております。その理解を深めた上で行政や取締役の方々を信頼して、町の予算
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での出資ということに賛同したいなと思っていろいろ調べているのですけれども、2,280万円を町

民１人当たりに直しますと大体１人当たり4,500円ぐらい出資するというようなことになっている

のですけれども、それを含めると町民の代表としてもう少しこの会社についてご質問したいなと思

っていますので、よろしくお願いいたします。 

 事業計画とかいただいているのですけれども、これが変更になる可能性があるということは理解

していまして、細かい数字や細かい文言にこだわってはいないのですけれども、大まかな方向性に

ついて、まずお聞きしたいと思います。 

 まず、頂いた資料の中で３点ほどあります。頂いた資料の中で、まず当初のコンセプトとかを書

いたものの中に、実現していきたい社会というのがあるのですけれども、その中に中長期的な町の

不動産価値を高めていくモデルとありますけれども、まずこの不動産価値というのが具体的に何を

示しているのかというものを教えてください。 

 それから、２番目です。その後ろの事業計画概要で、稼ぐ仕組みを構築していき、持続可能な経

営を実現という文言があるのですけれども、これについて稼ぐとは具体的にどういうことを言って

いるのか、利益なのか、利益ってお金の利益です。この辺のことなのか、またその稼ぐというのは

町民への還元はどういうことで行われるのか。それから、いろいろ計画ある中で、どこで、どのよ

うな利益を出していくのか、ちょっと意味的に重複する部分はあるかもしれないのですけれども。

あともう一つは、その中に町民主要土木建築事業者が出資者であるため、建築コストが最小限にな

るというふうに書いてあるのですけれども、これについては本当にそうなるのかなという疑問があ

りますので、これについてお答えください。 

 それから、最後３番目なのですけれども、出資者の中にクラブヴォーバンさんがいらっしゃいま

す。町内業者ではないということは明らかではあるとは思うのですけれども、今後ニセコ町の未来

を背負っていく会社を運営するパートナーとして適切かどうかということを知りたいと思っていま

す。ですので、できれば今までクラブヴォーバンと過去にどのような契約があったのか、内容、 

金額、それから随意契約なのか、入札なのか、それから今後その契約が結ばれる予定があるのか、

ないのか、この辺についてお聞かせ願いたいなと思います。 

 以上３点です。よろしくお願いします。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） ３点、ありがとうございます。 

 不動産価値を高めるという、まず文言でございますけれども、ちょっと話が大仰になるというか、

あれかもしれませんけれども、現在ＳＤＧｓの街区で実施しようと思っている、住民皆さんにご提

供しようと思っている住宅については、高気密、高断熱ということは様々なところでお話をさせて

いただいたところでございます。 

 それで、一つにはそのとおりやるということではありませんが、ドイツ、フライブルグのヴォー

バン地区というところを一つのモデルにしているということもお話を様々な場面でさせていただき

ました。そこの価値というのはどういうものかということで、それに通ずるものがあるのですが、

ちょっと大げさな話になるかもしれませんが、日本の今の建築の状況で申し上げますと、日本で新
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しい建物を建てると大体鉄筋だとか、木造によりますけれども、木造でいくと30年たつとほぼ建っ

ているものについては価値がないと。 

 それから、もしそれを継承していくということになりますと、土地の価値のみということでござ

いますけれども、高気密、高断熱にし、長く活用するという考え方に立脚し、かつそれが高気密、

高断熱であり、地域で生んだエネルギーを活用するという地域であるということをもって、不動産

価値が緩やかに上昇するという実態があるようでございます。それは、バブルの状況としてどんど

ん価値が上がっていってお金もうけができるという意味ではなくて、一度試算としてつくったもの

を日本のように今30年住むと価値がなくなってしまうかのような建て方ではなくて、長く使って後

世に残していくというような、そういう意味合いから、この事業については不動産価値を高めると

いうような言い方をさせていただいております。もちろんそれがこの地区だけでいいのかというこ

ともございますので、これからは国も動き出しましたけれども、ニセコの町の中にあっても新しい

住宅については高気密、高断熱になっていくように条例の中でも仕向けていくということで、町全

体が使い捨ての住宅ではないという、そういう価値を立てて、自分がそこからもし離れなければな

らないときにも、その価値がそう目減りしているわけではない、もしくは子孫といいますか、自分

たちの子どもや孫にという形になったときにもある程度残していけると、そのような意味合いでの

資産価値が高まるという意味で使わせていただいているということでございます。 

 それから、稼ぐ仕組みというのは、ちょっとこれはどちらかというと行政目線でございまして、

民間目線でいうところのじゃんじゃん稼ぐという意味ではなくて、我々行政が実施する場合につい

ては、コストの感覚ですとか、それが持続するのかとかいうところをどうしてもないがしろにしが

ちであったのではないかという考え方の中で、そうではなくて補助金でずっと続けるということで

はなくて、民間資金も活用した中でずっとその事業が続いていくという意味で、それであるならば、

いわゆる行政目線でいうところの稼いでいかなければ続きませんねというような意味合いで、じゃ

んじゃん利益をどんどん稼いでいくという意味合いで使っている意味ではなく、そういうようなと

ころでございます。 

 それから、ではそれがどのような町民に還元があるのかということなのですが、いわゆる株式の

配当とかいう形ではもちろんないのですが、ニセコ町全体が将来的に高気密、高断熱でなかなか価

値の下がらない住宅群ですとか住まいですとか、そういうものができ上がってくることによって町

全体のやはり価値も上がるでしょうし、上がってほしいと、そういうような意味合いを持って、町

全体のブランド化の一つ、ブランドというと何かちょっと軽々しいかもしれませんけれども、誇り

を持って住まい続けられる町をつくっていくというような意味合いでの町民の皆さんに対する還元

ということになろうかと存じます。 

 それから、町内事業者の建築土木なので最小限と、すみません、どこの部分だったか今見つけら

れずにいるのですが、この意味合いはちょっと確かに書きぶりとしては少し違うかもしれません。

もともとこの事業は、エネルギーの自賄いといいますか、ＣＯ２を下げるということが一大目標であ

りますけれども、同時に大事にしているのが町の中での経済の循環、要するにお金が回るというこ

とでございます。なので、これらの事業についてもできる限り地元に様々な事業の発注も含めてや
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っていきたいと考えておりますし、そういう意味では地元企業をよりよく使って内部の経済循環を

するというような意味合いから最小限という、ちょっと使い方としては適切ではないかもしれませ

んが、そういうような意味合いで書かせていただいているところでございます。 

 それから、クラブヴォーバンがパートナーということで、ご指摘のとおりこの皆さんについては

ニセコ町民ではございませんということなのですが、今ニセコにも間借りをして、仕事も事務所を

持ってやっていただいているということでございますが、これらの発想の原点も含めて我々がこれ

からのまちづくりどうしたらいいかということを悩んでいるときに、ここの皆さんが様々な、民間

に対しても、行政に対しても、それから国に対しても勉強会をスタートしながら、今の高気密、高

断熱、それから本当にＣＯ２を下げるというのはどういうことなのかというようなことの勉強会を

やっていらっしゃいまして、そこに通い詰めているメンバーが町の中にも何人もいて、その中でど

うしてもこの方々と組まなければ、今やろうとしていることの本当に実現はちょっと難しいのでは

ないかというような内部的な考え方の中からパートナーとしてお選びをさせていただいたというこ

とでございます。 

 正直ベースで申し上げますと、これもお話ししたことはあろうかと思いますが、クラブヴォーバ

ンさんは当初町からも委託を受けて、こういう事業も実施しているということもあって、自分たち

がその会社に入るということについてはいかがかというようなことも、ご本人たちは実際に申して

おりましたが、内部的にそれらの考え方の支柱をきちっと持ち続けるために、彼らにも入っていた

だかないとなかなか実現も難しいのではないかという判断の中からパートナーとさせていただいた

ということでございます。 

 それで、これまでクラブヴォーバンに対しては平成30年度に基本構想という形で、これは図面を

書くということばかりではなくて、まちづくり町民講座だとか住民説明会だとか、今のような考え

方のもっと詳細な部分も含めてそういう活動もどんどんしていっていただくということも含めた委

託としてＳＤＧｓの絡みもあるものですから、10分の10の費用をいただきまして1,700万円の30年

度には委託をさせていただいていると。それから、昨年度については同じく広報だとか住民説明会、

それから地元の企業さんの企業向け技術研修、これらも含めてそれから基本設計ということで670万

円の委託をさせていただいております。今年度につきましては、いよいよ実施設計に入ってくるも

のですから、実施設計は別の会社さんにお願いするものの特に今年度のマーケティングです。これ

までもある程度このスキームの中で売れる、売れないということをアンケートも取りながら様々や

ってきたのですけれども、コロナの状況も含めて、状況ももしかして変わったかもしれないことも

含めて、今年はいよいよその会社をきちっと設立をして、会社の看板をしょって営業、マーケティ

ングをきちっとやるという形で、それらのものも含めて、それから相変わらず住民の皆さんにはや

はり住民参加の町ということで、これまでの計画の進捗、それからご意見を賜る町民講座、その他

どんどんやっていかなければならないということ、それらもひっくるめてヴォーバンの皆さんには

1,300万円程度の補助という、委託ということで今予定をさせていただいているところでございま

す。 

 ごめんなさい、先ほどのちょっと分かりづらいのではないかということで、今メモが入ったので
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すが、すみません。10分の10というのはもちろん補助金のことで、100％の補助金をいただいてこれ

は実施したということでございます、先ほどの説明については。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 榊原議員。 

〇４番（榊原龍弥君） まず、１番目の質問の意味について、不動産価値については理解いたしま

した。ありがとうございました。 

 それから、２番目です。これは、行政目線ではなくて民間感覚を得るということなのですけれど

も、頂いた数字を自分なりに集約し直して試算したところ、頂いた数字の部分と別の概要を書かれ

た部分と見比べたときに若干数字の捉え方の違いがあるかもしれないのですけれども、私の中では

そんなにもうからないというふうに出てきているのです。一番もうからない理由としては、利息と

固定資産税を支払って、なおかつ返済原資を払った場合にキャッシュフローといいますか、利益結

構かつかつになるのではないのかなと思っている。この辺は細かい数字だからいいと思っているの

ですけれども、ただ例えば2024年、2028年に3,000万円ずつの実施設計費が出てくるのですけれど

も、3,000万円の実施設計を当初の実施設計を入れて、私９年間だけデータを取ったのですけれど

も、３回も出ていくという。ですから、例えば民間感覚とおっしゃるのであれば、この辺の経費感

覚ですよね。それから、この場合の実施設計というのはどこに出すのか。クラブヴォーバンさんな

のか町内業者さんなのか、一つ私の中では結構重要視しているので、これはちょっと教えていただ

きたいなと思います。 

 それから、３番目のクラブヴォーバンさんとの契約内容について大体教えていただいたのですけ

れども、これは初めは入札ですか、それともずっと随意でやられているのか。それから、今後は随

意でやられると思うのですけれども、先ほどの２番目の質問と絡むのですけれども、この収支計画

の中でクラブヴォーバンさんへのその経費というのはどの部分に含まれるのか。先ほど申し上げた

ように実施設計の部分とかに含まれるのか、それから活動費という項目があったので、この辺に含

まれてくるのかとか、その辺をちょっともう少し教えていただきたいなと思います。 

 ですので、それからもう一つ別の質問になってしまうのですけれども、頂いた資料を９年分取っ

たときにこの事業構造ってありますけれども、土地購入をやって、造成をやって、建築をやって、

販売をやって、その後管理をやって、賃貸をやるという段階を踏むのですけれども、賃貸の段階ま

での試算が入っていなかったように思うのです。土地を買って、家を造って売るというところまで

はできていて、そこで事業が完結してしまうと継続的な利益にならないと思うわけです。ですから、

そのプランが数字に落とし込んでいないのがどうかなというふうに思いました。 

 それから、もう一つだけ言わせていただくと、数字から拾うとこの場合、建物の売却ではほとん

ど利益が出ないという形になっています。これは売価が安いのか、もしくは建設コストが高いのか、

建築費用が高いのかです。土地のほうでは多少利益が出るようになっているのですけれども、この

辺についてのお考えです。併せてお聞かせください。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） ちょっとすみません、メモし切れなかったところがあるので、ま
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たご指摘いただければと思います。 

 まずは、実施設計３回というところです。この実施設計部分については土工事の実施設計という

ふうに考えていて、来年土工事を実施する第１工区についてはまず実施しますと。ですが、それ以

外の第２、第３工区は基本設計のままということなので、実施するたびに３度実施するという、今

そういう想定の計画は立てていますということです。 

 ただ、おっしゃるようにそんなにかけていて、もうからないのではないのかということももちろ

んご指摘のとおりでありますので、これはちょっとご説明をさせていただいたとは存じ上げますが、

少しでも今かかる経費については盛れるだけ盛り込んだ概要経費ということになっておりますの

で、今現状ででも実際には土工事にかかる費用もそこで盛り込んでいるよりは大分安くなりそうで

すし、それから実施設計等についても多少安くなるということで予定をしておりますから、本当に

会社が走り出したときに、理屈だけでとにかく高くても出すのだということにはならないと思いま

すので、これはいよいよ今年度から精緻なものに精査していくということになろうかと思います。 

 それから、実施設計自体は民間事業者に、民間事業者というのは新しい会社ではなくて、いわゆ

るヴォーバンでもなくてというところに発注かけることになろうかと存じます。 

 それから、これまでのクラブヴォーバンに対する委託については随契で実施をしてきました。こ

れについては、ＳＤＧｓの未来都市計画を国に選定していただく段階においてもここと一緒にやら

なければできませんということをきちっと書かせていただいて、ここをきちっと組み込んだ中で、

我々はこれをやっていきますという計画を私どもが書いて、それを認定していただいた状況でござ

いますから、一社随契でやらせていただいて十分に理屈は立つだろうというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 それから、あと活動経費の部分ということなのですが、今年度についてはまだ会社もでき上がっ

ていないものですから、委託の中でいろいろ動くお金もある程度見られるということで見させてい

ただくということでございますけれども、今後の活動経費の部分については、販売品の金額、それ

から今後の要するに売り買いの中での出てくるお金で賄ってまいるということでございまして、そ

れでこの分の経費が入っていなかったということでございますが、例えばその給与だとか、それか

らマーケティング費用だとかということで、この中には入れていて、それを見させていただいてい

るというつもりでございます。 

 それから、賃貸の管理経費も入っていないで売って終わりかというようなご指摘もあったかと思

いますが、ちょっと回収してしまったので、申し訳ないのですが、お配りさせていただいた資料の

中では、管理戸数の部分についての管理経費は頂くということで入れさせていただいているので、 

これらの部分については14年間の計画の中に組み込みをさせていただいているというつもりでござ

います。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 榊原議員。 

〇４番（榊原龍弥君） すみません、最後のところなのですけれども、物件の管理費用は計上され

ているのですけれども、賃貸料というのがどこにも見当たらないというご質問でした。 
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 それから、もう一つちょっと最後に繰り返しでお聞きしたいのが、先ほどの２番目の質問なので

すけれども、町内の土木建築業者さんが自分の会社に対して発注を出す、もともとのという形が考

えられると思うのですけれども、この場合に本当にコストが安くなるのか、その構造というか、お

考えについて最後お聞かせください。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） やはり間違って理解していました。すみません。管理費用は入っ

ているのだけれども、賃貸料ということなのですけれども、一つの今の販売の手法として考えてい

るのは管理会社といいますか、いわゆるＳＰＣといわれる特別目的会社をつくって、一つの案です

けれども、そこが一旦物件を売って、それでそのものを貸し出すという考え方を一つしておりまし

て、そこに至ると最初に売った物件は実際残るけれども、賃貸料についてはそこから管理費用を頂

いて投資した方に戻ると。そんなような意味合いから家賃ということについては、この中には入っ

ていないということでございます。 

 それから、町内の先ほどの委託というところが本当に安くなるのかというところについては、今

正確なこうですというものを申し上げられるところまでは正直至っておりません。ただ、一つには

経済を地元で回すということも一つの大きな考え方でございますので、それを何とか実施したいと。

それに当たって、地元でも競争力の働くような形ができれば一番都合がいいと思いますが、それは

何とか肝に銘じて、ただただ地元だからといって高くてもいいということにはもちろんならないで

しょうし、この会社が３分の１は少なくとも町が拒否権を持って参加するわけですから、それらの

部分については、町の監査についても該当になるでしょうし、随時ご指摘、ご鞭撻、ご指導をいた

だきながら、やらせていただくことになるのかなというふうには思います。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） この際、議事の都合により午後２時35分まで休憩します。 

 

休憩 午後 ２時２０分 

再開 午後 ２時３３分 

 

〇議長（猪狩一郎君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 高木議員。 

〇８番（高木直良君） ８番、高木です。14ページ、総務費、自治創生費で先ほども質問出ており

ますけれども、まちづくり会社への出資金に関連して質問をさせていただきます。これが１項目。 

それから、後で２つの項目について別途質問させていただきます。 

 最初に、このまちづくり会社に対する出資金に関わる件でありますけれども、これは出資金を出

すということは、当然まちづくり会社が設立されるということが前提条件であります。私自身が最

初思いましたのは、この件に関して一つの議事になるのではないかというふうに考えましたが、い

ろいろ調べていただきましたけれども、議事としては必要ないということでございました。 
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 それで、まずこれに関連して幾つかございますけれども、まちづくり会社設立の根拠になる法律

というものがもしあれば、それは何でしょうか。また、設立についての意思決定者は誰になって、

いつ、どのような手続で意思決定をされるのかお尋ねいたします。 

 ２番目に、まちづくり会社が設立されるということで、事業そのものは再三説明されております

ように、基本的には町として計画したニセコモデル地区、これの構成、建設なり、それから管理運

営というところにございますけれども、このまちづくり会社と町との間において、この内容とする

事業契約というものが行われるのかどうかです。事業契約的な、例えば委託とか委任とかいう手続

は必要なのか、必要でないのかをお聞きいたします。 

 それから、自治法によりますと４分の１以上出資であれば、町の監査委員の監査対象であると。

そのほか包括外部監査とか個別外部監査については対象にならないようですけれども、それでよろ

しいかどうかです。 

 それから、こういった出資している団体に対する予算執行に関する長の調査権ということであり

ますけれども、町が議会に対して毎年度経営状況等の説明の提出義務があるかないか、これについ

ては自治法から見ますと２分の１以上出資の場合は義務があるということのようです。 

 それから、今言った調査権、町です。町というのは町長です。町長の調査権あるいは町長が議会

に対する毎年度の経営状況の説明です。これの提出義務というのが２分の１以上の場合はあるけれ

ども、今回の場合38％ですから文字どおり解釈するとその義務はないということになりますが、私

は仮に法的に義務がないとしてもすべきだと思いますが、その辺の考え方についてお聞きしたいと

思います。38％ではありますけれども、予定では町が筆頭株主ということになりますので、この筆

頭株主の責務といいますか、というのは役割はどのようなものか教えていただきたいと思います。 

 それから、３つ目は職員を派遣することになりますけれども、職員派遣の根拠法についてお尋ね

いたします。また、職員の身分、それから給与の支給、これはどうされるのか、その根拠はどこに

あるかお尋ねいたします。 

 今までの資料を見ますと土地公社が一部先行取得もすると。それは全部ではないようですけれど

も、トータル的には資料では当初から発表されている土地9.3ヘクタールというふうに明記されて

おります。これを全て買い取るということなのですが、全体の計画は何度も言われておりますよう

に第１工区、第２工区、第３工区、当初は第４工区まで想定しておりましたが、今現在は第３工区

までというふうになっております。それで、資料によりますとこの３つの工区を予定している土地

の面積、これは3.65ヘクタールです。あと、説明されておりますのが、この20年３月の資料により

ますと３か所ほど将来開発ゾーンというふうに位置づけられている３か所、これは9.3から引き算

しますと5.68ヘクタールになります。そのうち資料に明記されている中で一部は緑地と除排雪スペ

ース兼用の用途ということで色塗りされている部分がございます。これは、今後の運営においてこ

ういう緑地なり除排雪空間というのが必要だと思うのですけれども、残りの２つの将来開発予定と

されている部分は、この先２工区、３工区についても今の経済状況から一定の判断を迫られると、

継続するのかどうかです。という事態の中で、将来開発ゾーンといっても私はこれはもう事実上必

要のないゾーンになるのではないかというふうに思っております。その意味で9.3ヘクタールを丸
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ごと買い取るというのは時期早尚ではないのかというふうに思いますけれども、それについてのお

考えを聞きたいと思います。 

 資料の中にあります土地の購入資金と運転資金を足して１億円程度の融資を町から受けると、こ

れを初動の原資として回転させていくということですが、先ほど言いましたように9.3ヘクタール

購入費用の予定価格は8,000万円となっておりますけれども、仮に私が考えますように将来開発ゾ

ーンの２つの地域を不要であると考えれば、この8,000万円はもう少し安くなるのではないかと思

いますが、いかがでしょうか。 

 それから、道路、水道、下水道等のインフラについては町が発注をするということでありますが、

そのスペースとなる道路です。町道になるかと思いますけれども、ここにこの部分の土地について

はこれは会社から買い取るということになるのでしょうか。あるいは無償でその空間、土地を受け

取るということを想定されているのかお尋ねいたします。 

 それから、次、頂いた資料の11ページに言葉としてよく分からないツール作成という言葉がござ

います。 

 それから、資料の13ページには会社は分かるのですけれども、組合という言葉が出てきます。組

合が一定の役割を負うというふうに図式では書かれておりますけれども、この組合というのは一般

的に言う例えばマンションなどの管理組合をイメージされているのか、あるいはまた別のものなの

かご説明いただきたいと思います。 

 それから、７番目ですが、先日頂いた資料をすぐ、私１日だけ預かって翌日返しましたけれども、

定款の案を資料として頂きました。ざっと目を通しているのですけれども、今は手元にありません

ので、もしかすると間違えがあるかもしれませんが、定款というのは私は会社として何をやるか、

何を目標にするのかというところが一番の基本の部分だというふうに考えます。先ほど言った同じ

ものですけれども、2020年３月の基本設計の業務委託報告書、この中に住宅の販売に際しては、①、

町外の高齢者のモデル地区への住み替えを通じて町内において移住子育て世帯向けの賃貸、転売住

宅が増加すること。今住んでいるところから、これから建てていく建物に住み替えていくというこ

とがうたわれております。 

 それから、②として近年の地価上昇に伴う民間住宅の家賃上昇を踏まえ、町内で働く若年就労者

や子育てを担う世帯等の適切な住宅を確保すること。 

 ３番目として、モデル地区において多様な年齢階層、所得を超えた混住を勧めることといった目

的が書かれております。これは、私は非常に大事な今回のモデル地区の目的だというふうに、考え

ています。こういった政策目的に考慮した販売活動を行うということが92ページに書かれています。

これは、定款に明記されるのでしょうか。それをお尋ねします。 

 先ほど同僚議員も頂いた資料の中で世界に誇るとか世界からも注目を集めるとか、そういったコ

ンセプト的なことが書かれているのですけれども、私は一番大事な今申し上げたことやＣＯ２86％

削減目標とか、そういうことがこの頂いた資料の中には表に出てきていないです。私はやはり今回

のＳＤＧｓモデル地区と言って何回も説明を聞いてきたのはこのＣＯ２削減に寄与することと、そ

れから先ほど言った住み替えの需要、つまりニセコから出ていかなくてもここで安心して最後高齢
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者になっても住み続けられる町という位置づけが非常に大事だと思っておりますが、これらについ

て定款にうたわれるかどうかについて確認したいと思います。 

 それから、最後に資料には一番表のページに本決定していないものも多くあるということで取扱

い注意になっておりますけれども、いつ、ではこの本決定の内容が定まるのか。そして、いつ会社

が設立されるのか、そのための意思決定というのはいつ、誰がするのかということを改めてお聞き

したいと思います。これが出資金に関する質問です。 

 ２つ目は、同じく総務費の先ほどちょっと関連ありますけれども、ニセコ医院に対する500万円の

緊急支援、これがあります。私も賛成です。同時に地域の医療、ニセコ地域での医療計画を私がい

ろいろ見る限りは医療に特化した地域計画というものがニセコ町のいろいろな計画の中には明確に

なっていないというふうに思っています。その意味で緊急対策についてはもちろん必要なのですが、

このニセコ町の中長期の地域医療計画の策定が必須ではないかと思いますので、それについてそう

いう計画があるか、あるいはそれをどう捉えているかお聞きしたいと思います。 

 それから、３点目であります。22ページ教育費、ここに寄宿舎の改修がうたわれて説明を受けま

した。ほぼ30年ぐらいたっているということでしょうけれども、この寄宿舎の建て替えということ

についてご検討はされているのかどうかお聞きします。 

 以上、３項目であります。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） まず、まちづくり会社の関係からでございます。 

 まず、この新しい会社の設立根拠というところについてということでございますが、まずこれに

ついては、いわゆる会社法でということで、株式会社ということでございますので、会社法でとい

うことを根拠としているということでございます。 

 それから、設立の意思決定者は誰かということなのですが、ＳＤＧｓの文脈に載ってＣＯ２を削減

し、そして経済も内部で回すというのは、そのためにこの会社をつくって一つのモデルとするとい

う決定については町が行ったということでございます。 

 それから、この会社と事業契約を結ぶのかということについてでございますが、資本参加はする

ということでございますが、事業契約を結ぶということではございません。 

 それから、監査の対象というのは高木議員のご指摘のとおり監査対象とはなるということでござ

いますが、２分の１以上を持っている関係観光協会であったり、きらっとであったり、土地開発公

社というようなのと同じように６月の議会で報告するという義務はございませんということです。

ただ、それでよろしいのかということでございますけれども、筆頭株主として年に１度の、もちろ

んそれだけではありませんけれども、株主の総会ということも含めて内部の部分についてはきちっ

と目を光らせていくということになりますから、そのような今の自治法での決まりの中でやらせて

いただきたいと考えておるというところでございます。 

 それから、筆頭株主の役割ということですが、これは先ほどもちょっと申し上げさせていただき

ましたが、拒否権を発動できるということでございますので、会社が方向性が違うとか云々と、も

しくはこんなことはないと思いますけれども、町にそぐわない方が取締役に選ばれるというような
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提案があった場合も拒否できるということですから、逆に言うとそれらの公共に資するような方々

を選ぶことができるというふうにも逆に言えるかと思いますが、そのような拒否権を持って筆頭株

主としての役割を果たすということでございます。 

 それから、職員派遣の根拠という部分については、阿部課長から、ではそこはちょっと飛ばしま

す。 

 土地開発公社が土地を買って云々ということでございますが、基本的には開発公社が全部まず買

い取りまして、そしてそれを必要の都度新しい会社に譲渡するという形で実施をしてまいりたいと、

そのように考えるところでございます。考えているところについては、その今回の事業については

公共課題の解決のために土地の所有者、それから土地開発公社、新会社、ニセコ町がそれぞれの役

割を担って事業を実施するという考えでございます。今回の事業では、まず土地所有者の要望があ

るため所有する土地の一括買取りを行うと。それから、かつもうこの基本設計の中でも将来に向け

て将来の開発ゾーンとして位置づけをさせていただいているということなので、これについてはい

ずれにしろ一括購入をさせていただくという考え方でございます。 

 土地開発公社からは、土地の売却についてはまず第１工区を2020年度に購入をしている予定と。

それから、第２工区以降新会社は第１工区の販売の状況等を見ながら段階的に土地開発公社から土

地を購入し、随時開発を進めるという考え方でございます。これは、新会社のスタートリスクを最

小限に抑えたいという考え方でもございます。ただし、土地開発公社については事業の進捗状況を

勘案して、住宅供給などの役割を新会社に託しつつ、その役割を終える状況になりましたら解散な

ども視野に整理について検討を継続してまいりたいと、そのような考え方で今進めているところと

いうことでございます。 

 それから、購入費用ということについては、現状ではそのような考えで一括購入ということでさ

せていただきたいと考えておりますので、安くなるという考え方ではございませんということでご

ざいます。 

 それから、道路、水道、下水道等のインフラの発注の工事という部分については、ある程度町が

担うという考え方でございまして、買うか、借りるか、無償にするかというところについては、第

１工区については町が実施するということで決まっておりまして、第２、第３の部分については今

年度の事業精査の中である程度明らかにさせていただきたいと考えます。いずれにしろそこの部分

は町が管理していくという考え方で進めてまいりたいと考えております。 

 それから、以前お配りした資料の中で、分からないところがあって大変申し訳ありません。この

ツール作成のツールというのは、いわゆる今年度様々な営業活動ですとか、マーケティングを実施

するに当たって本当に今までそこに投資してもいいよと言ってくださっていた方々が、いざ実際に

会社ができて会社の看板をしょって営業に行ったときにどうなのかということも含めて、その方々

にきちっと説明ができる、それから町の中の皆さんにももちろん説明ができるというようなことを

目途にした例えばパースづくりでありますとか、それから各種の、すみません、分かりにくい資料

ばかりであれだったのですけれども、分かりやすい資料ですとかパンフレットですとか、そういう

ことも含めたツールの作成という意味でございます。 
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 ちなみに、ちょっと余計な話ですけれども、ビジュアル的なパースというのは一度つくったこと

あるのですが、やはりニセコ町のことですからこれまでも町民講座、その他の中でいろいろなご意

見が出まして、そのパースの今の現状も新しいものに今変わっているということなので、今年度に

ついても変わる可能性はあるかなとは思いつつ、それでもやはり説明会は続けていかなければなら

ないなとは思っています。 

 それから、もう一つ以前お配りした資料の中に組合というところで書いてあったところですが、

これについては先ほどのご質問にもお答えしたときのも同じところなのですけれども、ＳＰＣと、

いわゆる特別目的会社ということで位置づけている、造る建物の売り方の一つの選択肢として考え

ておりますが、その特別目的会社としての位置づけで組合という形を書かせていただいています。

いわゆる最近ではＳＰＣというものでございます。資金調達、それから債券の発行、投資家への利

益の配分などそれらの目的だけのために設立する、いわゆる会社という形、売り方の一つの手段と

考えていただければよろしいかと存じます。 

 それから、定款の部分で大事なところ、これまでいろいろ説明してきた混住ですとかなんとか様

々大事なところというところで、それもそのとおりでございまして、ただ定款そのものに細かく書

くかどうかという部分でいくと、そこまで書き切るということでは、いわゆるその定款の部分では

ないのかなと思っていますけれども、その定款の中では住民参加の下による持続可能な町 

ということをまず頭に掲げておりまして、皆さんのご意見を常にやろうとすることをつまびらかに

しながら実施していくということをうたっておりますので、これでまず足りるかなと我々は思って

おりますが、それからもう一つは町も一体となった会社として３分の１ですけれども、資本投資し

て一体となってつくる会社ということでございますので、何度も繰り返しで恐縮でございますが、

拒否権も持ったような形での参加という形になりますから、今まで申し上げてきたことについて実

施するということで常にそれは、監視するというより一緒にやるわけですから、町がもう入ってや

るわけですから、それらのものについては実現していくということで考えております。定款につい

ては、基本的に多少変更をする可能性がありますけれども、このような形で実施したいと考えてお

ります。 

 それから、資料については本決定していないというようなことも書いてあるということでござい

ました。７月の３日に今設立を予定をしておりまして、その段階ではいろんなものを明らかにさせ

ていこうとはもちろん思いますけれども、同時に現状でこのような事業計画、数字の上でも立てさ

せていただいているのですが、先ほどもちょっと申し上げたところでございますけれども、コロナ

のことも含めて、それから別にご指摘あったようにあまりもうからない会社だなというご指摘もあ

ったところでございますが、それらのものの精査を今年度ちゃんと会社の看板を背負って営業、マ

ーケティングをきちっとした上で精緻なものにしてまいりたいと考えておりますので、形としては

７月３日に立ち上がるということで今考えておりますけれども、それ以降も事業計画についてはつ

まびらかになるたびにお知らせ申し上げたいと考えているところでございます。 

 以上です。長くなりました。すみません。 

〇議長（猪狩一郎君） 阿部課長。 
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〇総務課長（阿部信幸君） 土地の３番目の職員派遣の関係で、私のほうからお答えさせていただ

きたいと思います。 

 まず、職員派遣の根拠でございますけれども、ニセコ町職員研修規定に基づきまして、今回の派

遣については派遣研修という形で考えております。ですので、身分、給料については、身分につい

ては職員の身分のままで、給料についても町のほうで負担するということで基本的には考えている

ところでございます。 

 付け加えて、これまでも観光協会ですとか昔はＪＡですとかにも職員派遣しているのですが、そ

れもこの研修派遣という形を取っておりまして、民間の今まで派遣で出ている職員については研修

派遣で執行させるという形を取っております。 

 以上でございます。 

〇議長（猪狩一郎君） 前原課長。 

〇学校教育課長（前原功治君） 私のほうからニセコ高校の寄宿舎の件についてお答えをいたしま

す。 

 議員ご指摘のとおり、もう30年経過ということで老朽化しているというのは、そのとおりだと思

います。我々のほうも今思っているのは、その老朽化もそうなのですが、やはり30年という中で使

い方といいますか、子どもたちも社会も学校の先生たちも含めてやっぱり世の中変わっている中で、

当時の設計思想のままでできるのかというところがありまして、そうはいっても来年のもう受験に

向けての対応も必要ということで今回男女のところを間仕切るスペースをもうけさせてもらうとい

うようなことで予算をつけさせていただいております。ですので、今短期的な部分でちょっとそう

いう取組をしている一方で、根本的な部分をやはりきちっと改善をしていかなければいけないとい

うところでは、その建て替えということも一つの選択肢ということで今検討を平行して進めていき

たいというふうに考えております。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 桜井課長。 

〇保健福祉課長（桜井幸則君） 地域医療の給付金の件についてお答えいたします。 

 現在町のほうで所有している医療機関はございませんので、医療計画なるものは存在しておりま

せん。町の地域医療を守るという観点では、例えば総合計画などに盛り込むなどの検討は必要に応

じて今後していく必要があるのかというふうに思ってございます。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 高木議員。 

〇８番（高木直良君） 出資金に関連して再度ご質問いたします。 

 １番目に聞いているのは、事業の決定、事業内容を決めてきたのももちろん行政でありますけれ

ども、私がお聞きしたいのは会社の設立について町として何らかの決裁、決定というのがあるのか

ないのかということです。事業が今まで当然町として進めてきたのは当たり前のことなのですけれ
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ども、会社設立についての意思決定というのは町がするものなのか、しないものなのかということ

です。 

 それから、先ほど土地公社先行取得は一括9.3ヘクタール、8,000万円予定ということなのですが、

私がお聞きしたいのは将来開発ゾーンですよね。これ今の時点で引き続き開発が今の第３工区まで

仮に終わって、その後もやるというふうに私は考えられないのです。しかも、土地公社が買うにし

ても貸付け、どちらにしても町が１億円まず貸すということになりますけれども、その金額に反映

しているわけですから、開発ゾーンの面積というのは非常に大事な要素です。私は、繰り返しにな

りますけれども、将来開発ゾーンの２つは排雪部分は別として必要ないのではないか、そのことに

ついてお答えがないというか、一括で買うのですというだけなのですけれども、本当にそれでいい

のかどうか、ぜひ見直しをしていただきたいというふうに考えておりますが、改めてお聞きいたし

ます。 

 それから、定款部分はあまり詳細にはということなのですが、私はこの会社自身の存在意義とい

うか、これは今までも何度も言われているように町としての政策課題をＣＯ２の削減なり、あるいは

住み続けられる、持続可能というのは生活の持続可能というふうに私は捉えておりますので、その

大事な場所になるという意味でありますから、これを外すことはできないし、繰り返し明らかにし

ていくというのが会社としても定款の中で必要だというふうに思います。 

 それから、組合についてＳＰＣだということなので、それは初めて聞いた概念なのです。新会社

そのものが何で、さらにまたＳＰＣが必要なのかというのはちょっと分かりにくいのです。管理組

合という意味なら分かるのですけれども、これはどういうことになるのでしょうか。ＳＰＣがどう

して必要なのか、もう一度お聞かせいただきたいと思います。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） まず、設立の決定は町はするのかということでございますが、町

としての設立に投資するということは町としての決定をさせていただいて今回の議会を迎えている

ということでございます。なので、町としての設立決定はするということ、設立決定というか、設

立に参加するということの決定はするということでございます。 

 ちょっと分かりづらいようで、すみません。会社の設立自体は会社が決定すると、もちろんいう

ことですが、その会社に参画し、それから投資をし、３分の１を持つということの内部的な決定は

もちろん町がするということでございます。 

 それから、将来開発ゾーンという部分については必要ないのではないかということなのですが、

14年間の計画の中で相当堅く堅く見積もっているというのは何度も申し上げているところでござい

まして、将来開発ゾーンというのがこの14年のスタートの中で様々また出てくる可能性はあるなと

いうふうには考えておりますので、これは私どもとしては最終的には手に入れたいという考え方で

ございます。 
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 それから、定款の中にＣＯ２とか云々というところの一番大事なところが入っていないではない

かという部分なのでございますが、そこの部分についてはもうちょっと時間ありますので、少し検

討させていただきたいと思います。 

 それから、ＳＰＣの関係ということは、これは販売の一つの手法ということで特別目的会社をつ

くると、調達や債券の発行、投資家への利回りの配分などの目的だけのためにつくる会社というこ

となので、あくまでも投資をいかに受けるかとかいうところをこのＳＰＣという方法論を使ってや

ることによってスムーズにやれるという考え方の中でこういう方法も一つ取ると。まちづくり会社

がなくなるということではもちろんありませんで、この一つの考え方が出てきた理由としては、こ

れから賃貸したり販売したりする建物についても個別に売り買いして、どなたがか買っても誰かに

売って、次またどなたかに売ってみたいなことで結局目的としている部分がなかなか達成できなく

てというようにならないように、ある程度の投資いただくにあたっても縛りのある、そういうルー

ルの基に販売をしたいと考えていることがあるものですから、それらのものを整理したり、調整し

たりするという形の中でＳＰＣという形を組み込むのが一つの方法としてよろしいのではないか

と、現在そういう考え方に至っているということで、このような方法も検討の一つに入れていると

いうことでございます。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 片山町長。 

〇町長（片山健也君） 先ほどご質問の中で土地の関係がありましたけれども、使わない土地も出

るのでないかというようなお話かというふうに思います。 

 町政執行方針の中でも公共用地の確保ということを入れさせていただいておりますけれども、例

えばニセコ町役場、この庁舎を建てるとき昭和41年に完成しましたけれども、実は町の中に相当多

くの土地を持っていました。しかし、この用地の資金を確保するためにほとんどの土地を売ってし

まった、その結果公営住宅もなかなか造れないとか、公園もなかなか用地がないとかいうことで、

ここ10年間で有島地区の記念館の横の森も買いましたし、記念館に行く右側の河川の側、もともと

有島農場があったところです。そこも買収させていただきました。やっぱりある程度公共用地を確

保していく、それから今後森もそうですけれども、緑の緑地も確保していく、それは町にとって必

要なことではないかと思っていまして、今回９ヘクタールの土地については要らない土地はないの

ではないかと、あそこにはカシュンベツという大変きれいな川も流れております。そういった面で

町が一定程度住民の意向の場を含めて公共用地をこれから確保していく、もう全てを民間の皆さん

の自由売買に任すのではなくて、そういったことも積極にやるべきだということでありまして、も

し使わなければ、町のほうで買い取るということで進めたいというふうに考えております。 

 それと、まちづくり会社につきましては、今これまでご説明したとおり、一つのものとして形で

進んでいきますけれども、例えばこれまで下川町、早くにまちづくり公社というのをつくっていま
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して、これまでのように行政が役場として総合行政で何でもやる時代はもう終わったと。やっぱり

もう一つ別な手法で町の担う場所が必要だということで動いております。例えば公営住宅、うちは

400戸ありますけれども、このくらいのところでも全てそういったまちづくり公社みたいなところ

とか、あるいは株式会社が受けて戦略的にやられている町もいっぱいあります。そういう面では、

これからこれが一つのきっかけとしてここが電力の担い手になったり、様々な可能性があるのでは

ないか、その踏み台の一つとしてこのものに挑戦をしたいということで今回出資金のお願いをして

おります。これは遠い将来のことでありますけれども、そういった将来の自治の在り方、それから

町は誰が運営担っていくのかというところも見える化をしたい、そういった面の大きな町政の一つ

ということであります。 

 また、本州においてはオガールって今は相当視察がたくさん来て、いろんな行政から離れたとこ

ろで動いているところもありまして、こういったこともやっぱり新たな挑戦をするから次のまちづ

くりに進んでいくということでありますので、そういったものの一つのきっかけづくりというふう

に考えておりますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

〇議長（猪狩一郎君） 高木議員。 

〇８番（高木直良君） 最後の町長のお話については、私はだから会社を立ち上げて事業を進めよ

うということに反対しているわけではなくて、それに関連して手続の問題、それから土地の問題な

どをお聞きしました。それで、手続の問題で例えば今回の出資について補正予算が出ている。だか

ら、これはもちろん町の意思です。だけれども、実際にこれこれの金額をそう予定している会社に

出資をするという公文書の決裁です。そういう文書というのが残るのか、残らないのかということ

なのです。これもう載せたから、これはもう意思が示されているから別の文書というのはないと。

あるいは決裁した何か別の文書は作らなくてもいいというお考えなのか、それは別に７月３日前に

決裁をして町に文書として残るのか、残らないのかということをお聞きしているわけです。 

 それから、町有地を拡大していくといいますか、それ一般的な基本方針で緑を守ろうとか、それ

はよろしいと思うのですけれども、今回のＳＤＧｓのモデル地区として9.3ヘクタールを予定して

いて、位置づけはあくまでもこの報告書によれば将来開発ゾーンと将来開発なのです。緑として存

続するとかいう位置づけではないのです。ですから、開発はもうないだろうというのが私の意見な

ので、それはちょっとすれ違っていると思うのですけれども、いかがでしょうか。 

 それから、ちょっと道路のインフラのスペースの件です。もちろん道路や下水、水道を管理する

のは町になるでしょう。それは分かりますけれども、そこの空間です。土地、これは無償で受ける

のか、有償で買うのかということをお尋ねしたわけで、ちょっとはっきりしない回答だったなと思

いますので、改めてお聞きいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） すみません、意味をちゃんと理解しました。失礼しました。 
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 公文書は残します。いずれにしろ要するに将来にわたってこういう判断をして、ここでこの議会

に出すと、出してよろしいかということも含めてある程度将来何でこういうふうになったのかとい

うことが分かるようなという意味での公文書としては決裁を残します。そういう形にさせていただ

きたいと思います。 

 それから、将来開発ゾーンというのは、開発というのは別にビル建てるばかりがということでは

なくて、小川が云々ということのビオトープを活用してということでもそうでしょうし、緑として

残すという意味合いも含めて開発ゾーンという言い方をさせていただいているというところでござ

います。 

 それから、無償、有償については、第１工区についてはまず町が取得をして道路を造ると。それ

から、第２工区、第３工区については一旦土地開発公社、それから新しい会社が手に入れるという

形になろうかと思いますが、第２、第３工区の道路の部分についての有償か無償かという辺りにつ

いてはなお検討させていただくということになろうかと思います。 

 以上です。 

〇議長（猪狩一郎君） 木下議員。 

〇２番（木下裕三君） ２番、木下です。14ページ、やはりこの出資金に関してなのですが、基本

的に僕もこれは積極的にやっていくべきだというふうに思っている立場で１点ちょっと質問させて

いただきます。 

 先ほどから山本課長のほうから拒否権の話が出ていると思うのですけれども、今回38％の出資を

するということが議決権ありの株式ということですので、要は38％議決権ということになると思う

のですが、会社法ですと決議には特別決議と普通決議があるかと思います。３分の１以上の拒否権

を持てるのは特別決議であって、例えば取締役の選任だとかというものなどの拒否権を持てるのは

50％以上を持っていなければできないはずなのです。ちょっとそこら辺が心配なので、そこら辺の

ちゃんとどういったところに拒否権を持てるのかということをちゃんと把握した上で進むべきでは

ないかなと思っております。いかがでしょうか。 

〇議長（猪狩一郎君） 山本課長。 

〇企画環境課長（山本契太君） ちょっとその辺のところは失礼しました。再度きちっと把握した

上で申し上げたいと思います。３分の１の拒否権を持つというところについては変わりないのです

が、取締役の選任云々という部分についてはちょっと私の知識の不足するところかと思いますので、

そこはちゃんと確認をさせていただきたいと思います。 

〇議長（猪狩一郎君） ほかに質疑ありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 
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 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより議案第20号 令和２年度ニセコ町一般会計補正予算の件を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１７ 議案第２１号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第17、議案第21号 令和２年度ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予

算の件を議題とします。 

 質疑ありませんか。 

                              （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

                              （「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより議案第21号 令和２年度ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算の件を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                            （「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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      ◎日程第１８ 閉会中の継続調査の申し出について 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第18、閉会中の継続調査の申し出についての件を議題とします。 

 議会運営委員長より、お手元に配付したとおり会議規則第74条の規定により閉会中の継続調査の

申出があります。 

 お諮りします。議会運運営委員長から申出のとおり閉会中の継続調査に付することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申出のとおり閉会中の継続調査に付することに決しました。 

 

      ◎日程第１９ 閉会中の継続審査の申し出について 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第19、閉会中の継続審査の申し出についての件を議題とします。 

 産業建設常任委員長より、お手元に配付したとおり会議規則第74条の規定により閉会中の継続審

査の申出があります。 

 お諮りします。産業建設常任委員長から申出のとおり閉会中の継続審査に付することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申出のとおり閉会中の継続審査に付することに決しました。 

 この際、暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時２０分 

再開 午後 ３時２２分 

 

〇議長（猪狩一郎君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

      ◎日程追加の議決 

〇議長（猪狩一郎君） 先ほど木下裕三議員から意見案第２号 新たな基本計画における農村振興

の強化を求める意見書の件が提出されました。 

 この際、これを日程に追加し、追加日程として議題にしたいと思います。 

 意見案第２号について日程に追加し、追加日程第20として議題にすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、意見案第２号を日程に追加し、議題とすることに決しました。 
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      ◎日程第２０ 意見案第２号 

〇議長（猪狩一郎君） 日程第20、意見案第２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求め

る意見書の件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 木下裕三君。 

〇２番（木下裕三君） 本件は、議員各位のご理解をいただき採択されました陳情第２号の意見書

です。私木下が提出者となり、高木議員、浜本議員、青羽議員、髙瀨議員が賛成者となって、内閣

総理大臣ほか関係大臣に対して地方自治法第99条の規定に基づく意見書を提出しようとするもので

す。 

 それでは、意見書の趣旨をもって説明に代えさせていただきます。 

 意見案第２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求める意見書。 

 我が国の農業は、相次ぐ大型自由貿易協定の発効により、農畜産物の国境措置が脆弱化し、農業

者は生産と価格の面で厳しい環境下に置かれている。近年では、頻繁する自然災害の影響や新型コ

ロナウイルス感染症など様々なリスクが浮き彫りとなっており、特に不測時における医、食をはじ

めとした生活物資不足への対応が課題となっている。こうした中、地域においては人、物、情報な

どが滞っており、経済不安の解消など、今後の地域再生に向けた取組が急務となっている。 

 一方、政府が今年３月に新たに策定した今後10年間の農政の指針となる食料・農業・農村基本計

画の推進に当たっては、食料自給率の向上、食料安全保障を確立し、地域社会の維持、存続を求め

る地域政策が重要となっており、産業政策との車の両輪として実効性のある具体的な施策が求めら

れている。 

 よって、農村地域で安心して暮らせる生活環境の整備に向けて都市部と同等と医療、福祉、教育、

雇用、情報通信などについての十分な施策支援を講じることなどを求めるため、地方自治法第99条

の規定により意見書を提出する。 

 よろしくご審議のほどお願いいたします。 

〇議長（猪狩一郎君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより意見案第２号の質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

 賛成討論なしと認めます。 
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 これをもって討論を終了します。 

 これより意見案第２号 新たな基本計画における農村振興の強化を求める意見書の件を採決しま

す。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎閉会の宣告 

〇議長（猪狩一郎君） 以上をもって今期定例会の会議に付議された事件は全て議了しました。 

 これにて令和２年第５回ニセコ町議会定例会を閉会します。 

 ご苦労さまでした。 

閉会 午後 ３時２６分 
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